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平成 26 年度一般会計   予算額 171 億 8000 万円歳　　出 歳　　入

　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
と
９

つ
の
特
別
会
計
、
水
道
・
上
天

草
総
合
病
院
事
業
会
計
の
予
算

が
、
３
月
定
例
市
議
会
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
歳
入

歳
出
総
額
は
、
平
成
25
年
度
に

比
べ
、
16
億
４
０
０
万
円
増
の

１
７
１
億
８
０
０
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
26
年
度
予
算

を
前
年
度
予
算
と
比
較
し
、
分
析

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

自
主
財
源
は
、
12
億
１
１
１
５

万
９
千
円
の
増
額
で
、
大
半
は
繰

入
金
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。
一

方
、
依
存
財
源
も
前
年
度
よ
り
３

億
９
２
８
４
万
１
千
円
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
消
費
税
増

税
に
伴
う
臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ

び
地
方
消
費
税
交
付
金
、
前
島
地

区
総
合
開
発
整
備
事
業
に
係
る
国

庫
補
助
金
額
が
増
え
た
こ
と
が
主

な
要
因
で
す
。

　

今
年
度
は
繰
入
金
の
増
額
に
よ

り
自
主
財
源
が
大
幅
に
増
額
し
た

も
の
の
、
依
存
財
源
に
頼
る
本
市

の
財
政
体
質
は
未
だ
改
善
さ
れ
て

お
ら
ず
、
国
や
県
の
動
向
に
左
右

さ
れ
る
脆
弱
な
財
政
構
造
と
い
え

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
市
民
生

活
に
お
い
て
最
も
身
近
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
担
う
地
方
自
治
体
は
、

い
か
な
る
財
政
状
況
下
に
お
い
て

も
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
財
政
運
営
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
従
い

ま
し
て
、
こ
れ
ら
に
対
応
し
得
る

安
定
し
た
財
源
を
確
保
す
る
た

め
、
市
税
の
安
定
的
確
保
、
受
益

者
負
担
の
見
直
し
、
未
利
用
地
の

売
却
・
賃
貸
、
企
業
誘
致
や
産
業

振
興
な
ど
と
い
っ
た
取
組
み
を
積

極
的
に
実
施
し
自
主
財
源
を
中
心

と
し
た
歳
入
基
盤
の
確
立
を
目
指

し
ま
す
。

　　

目
的
別
に
比
較
す
る
と
、
前
年

度
に
引
き
続
き
商
工
費
が
大
き
く

増
加
し
、
２
億
１
９
５
６
万
３
千

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

前
島
地
区
総
合
開
発
整
備
事
業
に

伴
う
公
有
財
産
購
入
費
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
公
債
費
も

12
億
５
５
０
７
万
６
千
円
の
増
で

す
が
、
こ
れ
は
通
常
の
地
方
債
の

元
利
償
還
金
に
加
え
、
民
間
資
金

繰
上
償
還
の
増
に
よ
る
も
の
で

す
。
一
方
で
、
減
少
し
た
項
目
と

し
て
は
、土
木
費
が
道
路
舗
装
費
、

港
湾
建
設
費
な
ど
の
減
に
よ
り
、

９
７
８
４
万
２
千
円
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
消
防
費
が

１
億
９
８
４
１
万
６
千
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
天
草

広
域
連
合
消
防
庁
舎
建
設
負
担
金

が
庁
舎
の
完
成
に
よ
り
減
額
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

次
に
性
質
別
に
比
較
す

る
と
、
義
務
的
経
費
は

１
億
２
９
５
０
万
５
千
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
要
因

は
、
人
件
費
が
若
年
職
員
の
割
合

が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

１
億
１
０
８
８
万
３
千
円
の
減
、

扶
助
費
が
臨
時
福
祉
給
付
金
に
よ

り
１
億
５
０
８
１
万
２
千
円
の

増
、
公
債
費
が
民
間
資
金
繰
上
償

還
に
よ
り
12
億
５
５
０
７
万
６
千

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
建
設
事
業
関
係
の
経
費
で

あ
る
投
資
的
経
費
は
、
前
島
地

区
総
合
開
発
整
備
事
業
お
よ
び

姫
戸
庁
舎
建
設
事
業
に
よ
り

４
億
６
１
５
２
万
２
千
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
一
方
、
そ
の
他
経

費
は
１
億
４
５
１
０
万
５
千
円
の

減
で
、
主
な
要
因
と
し
て
は
、
天

草
広
域
連
合
に
対
す
る
補
助
費
な

ど
の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
総
額
と
し
て
は
、
前
年
度

の
予
算
規
模
よ
り
16
億
４
０
０
万

円
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る

中
、
限
ら
れ
た
予
算
で
最
大
の
効

果
を
生
み
出
す
た
め
に
、
今
後
も

選
択
と
集
中
に
よ
る
効
果
的
な
事

業
を
行
い
、
併
せ
て
内
部
事
務
管

理
費
な
ど
の
節
減
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

財
政
課
財
政
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
８

　

平
成
26
年
度
当
初
予
算

一
般
会
計
前
年
度
比
16
億
４
０
０
万
円
の
増

１
７
１
億
８
０
０
０
万
円
で
市
政
運
営
を

歳
入

歳
出

市 税
繰 入 金
そ の 他

地 方 交 付 税
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
市 債
そ の 他

22 億 283 万 4 千円（12.8％）　　　（1.2％）

13 億 7808 万１千円（　8.0％）　 （1771.0％）

４億 4763 万１千円（　2.6％）　 （△ 21.0％）

80 億 3500 万円（46.8％）    　（△ 1.2％）

18 億 2335 万 4 千円（10.6％）   　（23.1％）

10 億 8572 万 4 千円（　6.3％）　　（△ 4.1％）

15 億 8500 万円（9.2％）　　  　  （ 2.0％）

6 億 2237 万 6 千円（　3.7％）  　   （35.1％）      

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
そ の 他

1 億 7039 万 7 千円（　1.0％）　　　（△ 7.5％）

20 億 3253 万 7 千円（11.8％）　　　   （6.4％）

54 億 6031 万 7 千円（31.8％）　　　　（5.7％）

14 億 5820 万円（　8.5％）　　　　（5.2％）

7 億 8135 万 4 千円（　4.5％）　　　（△ 1.6％）

7 億 5375 万 6 千円（　4.4％）　 　　（41.1％）

7 億 865 万円（　4.1％）　  　（△ 12.1％）

8 億 233 万 4 千円（　4.7％）　　（△ 19.8％）

11 億 2747 万円（　6.6％）　　（△ 2.4％）

38 億 4237 万 6 千円（22.4％）　　  　（48.5％）

4260 万 9 千円（　0.2％）  　　（△ 14.0％）

＜自主財源　40 億 2854 万 6 千円（23.4％）＞

＜依存財源　131 億 5145 万 4 千円（76.6％）＞
○自主財源…地方公共団体が自主的に収入できる財源です。市税、分担金および負担
金、使用料および手数料などがあります。○依存財源…国や県の配分による財源です。
地方交付税、国庫支出金、県支出金、地方債などがあります。○市税…市民の皆さま
や市内に事務所を持つ法人などに納めていただく税金です。市民税、固定資産税、軽

自動車税などがあります。○繰入金…一般会計、特別会計および基金の間で、一方の
会計の収支不足分を補うため、他方の会計から充当される資金のことです○地方交付
税…全国どこの市町村に住んでいても一定水準の行政サービスが受けられるよう国か
ら市に交付されます。○国庫支出金…市などが行う事業に対し、経費の全部または一
部が国から交付されます。○県支出金…県が自らの施策として単独で市に交付したり、
国庫支出金を経費の全部または一部として市に交付されます。○市債…市が行う事業
で、特に大きな事業を実施する場合に必要な財源を調達するために借り入れる借金で

す。

○議会費…議会運営のための経費です。○総務費…庁舎や財産の維持管理、税
金の徴収、戸籍管理、選挙、統計などの経費です。○民生費…障がい者や高齢
者の福祉サービス、子育て支援、保育所、生活保護などの経費です。○衛生費
…健康増進、疾病予防、環境保全、清掃費などの経費です。○農林水産業費…
農林水産業の振興を図るための支援や生産基盤整備などの経費です。○商工費
…商工業や観光の振興などの経費です。○土木費…道路、河川、公園など社会
資本基盤整備などの経費です。○消防費…消防や火災予防、水防など災害対策
のための経費です。○教育費…学校教育、生涯学習の充実、文化・スポーツの
振興などの経費です。○公債費…市債の元利償還金および一時借入金利子を支
払うための経費です。

構成比　　前年度比（増減率）構成比　　前年度比（増減率）

○一般会計…市の基礎的な行政サービスを行うた
めの会計であり、市税や地方交付税を主な財源と

する市の会計の中心となるものです。○特別会計
…特定の事業を行うために、特定の収入をもって

行う会計であり、一般会計とは経理を別にしてい

ます。上天草市では 9 つの特別会計があります。

自主財源

依存財源

○企業会計…事業の収益によって運営経費を
賄う会計です。地方公共団体が経営する企業

は、地方公営企業といい、上天草市では水道

事業と病院事業の２つの企業会計を設けてい

ます。
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②
夜
間
に
お
け
る
防
犯
環
境
整
備

と
地
球
温
暖
化
防
止
策
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
市
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

進
め
ま
す
。

総
務
課

（
危
機
管
理
防
災
室
）

部署別の主な事業概要
　平成 26 年度の主要事業を紹介し、どのようなまちづくりを展開していくかお知らせします。

　○文書の見方
　▼事業の名称　①予算額　②事業の内容

総
務
企
画
部

▼
非
常
備
消
防
事
業

①
８
６
５
６
万
円

②
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
、
非
常
備
消
防

施
設
な
ど
の
充
実
・
強
化
を

図
り
ま
す
。

▼
防
災
管
理
事
務
事
業

①
５
６
３
０
万
円

②
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
、総
合
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
、

浸
水
被
害
地
区
の
原
因
調
査
な

ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面

か
ら
防
災
体
制
の
強
化
に
努
め

ま
す
。

▼
避
難
路
等
整
備
補
助
事
業

①
５
０
０
万
円

②
自
主
防
災
会
が
避
難
路
な
ど
の

整
備
を
行
う
場
合
、
事
業
費
の

８
割
（
上
限
５
０
万
円
）
を
市

が
補
助
し
、
自
主
的
な
取
組
み

を
応
援
し
ま
す
。

▼
交
通
安
全
啓
発
事
務
事
業

①
５
４
２
万
円

②
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
、
交
通
安
全
の
啓

発
活
動
を
広
く
推
進
し
ま
す
。

▼
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
改
修
工
事

①
５
７
６
万
円

で
す
。
ま
た
、
外
部
有
識
者
に

よ
る
取
組
み
状
況
な
ど
の
評
価

の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

▼
新
姫
戸
統
括
支
所
建
設
事
業

①
２
億
７
０
７
７
万
円

②
姫
戸
統
括
支
所
は
老
朽
化
が
著

し
く
進
ん
で
い
る
た
め
、
新

築
・
移
設
が
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
年
３
月

に
策
定
し
た
「
上
天
草
市
姫
戸

統
括
支
所
建
設
基
本
構
想
」
に

基
づ
き
、
本
統
括
支
所
の
基
本

設
計
、
地
質
調
査
お
よ
び
実
施

設
計
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
新
統
括
支
所
は
平
成
27

年
度
の
竣
工
を
目
指
し
、
利
便

性
と
エ
コ
を
両
立
す
る
施
設
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

▼
公
共
交
通
等
対
策
事
業

①
１
億
１
４
３
７
万
円

②
高
齢
化
が
進
む
当
市
で
は
、
今

後
ま
す
ま
す
公
共
交
通
の
重
要

性
が
高
ま
っ
て
き
ま
す
。
こ
の

た
め
、「
上
天
草
市
生
活
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
」
に
基
づ

き
、
効
率
性
と
利
便
性
を
高
次

元
で
両
立
す
る
「
持
続
可
能
な

交
通
体
系
」
の
創
出
に
、市
民
・

事
業
者
・
行
政
が
協
働
で
取
り

組
み
ま
す
。

▼
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
里
親

制
度
）
事
業

①
31
万
円

②
市
民
に
身
近
な
公
共
空
間
で
あ

る
公
園
、
道
路
、
緑
地
な
ど
に

関
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
里
親

（
実
施
主
体
）
と
な
っ
て
美
化
・

清
掃
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

際
、
市
で
は
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
対
し
、
用
具
の
貸
与

や
燃
料
費
の
支
援
を
行
い
、
市

民
と
行
政
が
協
働
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

▼
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
お
よ

び
商
業
統
計
調
査

①
２
０
９
万
円
（
国
費
２
０
９
万

円
）

②
事
業
所
お
よ
び
企
業
の
経
済
活

動
の
状
態
を
調
査
し
、
す
べ
て

の
産
業
分
野
の
事
業
所
お
よ
び

企
業
の
従
業
者
規
模
な
ど
の
基

本
的
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
７
月
１
日
を
基

準
日
と
し
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

▼
農
林
業
セ
ン
サ
ス

①
２
７
４
万
円
（
国
費
２
７
４
万

円
）

②
農
林
業
の
生
産
構
造
、
就
業
構

造
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
農
山
村
の
実
態
を
総
合
的

に
把
握
し
、農
林
行
政
の
企
画
・

立
案
・
推
進
の
た
め
の
基
礎
資

料
の
作
成
・
提
供
を
目
的
に
、

平
成
27
年
２
月
１
日
を
基
準
日

と
し
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

▼
上
天
草
高
校
応
援
基
金
を
活
用

し
た
上
天
草
高
校
支
援
事
業

①
２
９
６
万
円

②
上
天
草
高
校
が
魅
力
あ
る
高
校

と
な
る
よ
う
、「
上
天
草
高
校

応
援
基
金
」
を
活
用
し
て
、
国

公
立
大
学
進
学
者
・
市
内
事
業

所
へ
の
就
職
者
へ
の
祝
い
金
の

交
付
、
検
定
試
験
や
模
擬
試
験

の
受
験
料
の
助
成
、
成
績
優
秀

者
へ
の
図
書
カ
ー
ド
の
交
付
を

行
い
ま
す
。

▼
上
天
草
高
校
バ
ス
定
期
券
購

入
・
下
宿
費
用
補
助
事
業

①
１
８
９
万
円

②
上
天
草
高
校
へ
の
バ
ス
通
学
ま

た
は
下
宿
す
る
生
徒
の
保
護
者

に
対
し
、
通
学
定
期
券
購
入
費

ま
た
は
下
宿
費
の
一
部
を
補
助

す
る
こ
と
で
、
当
市
唯
一
の
高

校
で
あ
る
上
天
草
高
校
で
の
高

校
生
活
を
応
援
し
ま
す
。

▼
移
住
促
進
事
業

①
４
８
５
万
円

②
市
へ
の
移
住
を
促
進
す
る
た
め

移
住
検
討
者
向
け
に
、
当
市
の

Ｐ
Ｒ
、
移
住
に
関
す
る
情
報
提

供
、
相
談
対
応
や
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

①
２
０
２
５
万
円

②
「
上
天
草
市
ま
ち
づ
く
り
事
業

推
進
基
金
」
を
活
用
し
て
、
住

民
な
ど
が
自
ら
地
域
課
題
や
そ

の
解
決
方
法
を
考
え
、
実
行
す

る「
自
助
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
取
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、

市
内
の
地
域
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
が
行
う
ま
ち
づ
く
り
事

業
に
関
し
、「
上
天
草
市
ま
ち

農
林
水
産
課

経
済
振
興
部

▼
水
産
振
興
対
策
事
業

①
２
７
０
０
万
円
（
県
費

１
０
５
５
万
円
）

②
水
産
資
源
維
持
の
た
め
の
稚
魚

放
流
事
業
、
漁
業
協
同
組
合
な

ど
が
行
う
水
産
振
興
事
業
に
対

し
て
一
部
を
負
担
ま
た
は
補
助

し
ま
す
。

▼
認
定
農
業
者
等
支
援
事
業

①
１
４
６
０
万
円
（
国
費

１
０
５
０
万
円
、県
費
１
３
０
万

円
）

②
市
の
農
業
経
営
・
生
産
に
関
す

る
目
標
お
よ
び
活
動
計
画
の
策

定
、
農
業
に
関
す
る
相
談
や
情

報
提
供
を
行
い
、
認
定
農
業
者

な
ど
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

▼
酪
農
振
興
対
策
事
業

①
２
０
０
万
円

②
乳
用
牛
増
産
対
策
事
業
を
組
合

と
共
に
実
施
し
、
経
営
改
善
へ

の
取
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

▼
多
面
的
機
能
維
持
支
払
交
付
金

事
業
（
農
地
維
持
支
払
・
資
源

向
上
支
払
）

①
５
２
９
万
円

②
農
業
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
組

織
が
取
り
組
む
、
水
路
の
泥
上

げ
や
農
道
の
草
刈
り
な
ど
の
共

同
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に

地
域
に
あ
る
農
業
施
設
の
維
持

管
理
や
長
寿
命
化
を
行
う
な
ど
、

農
業
農
村
の
多
面
的
機
能
を
支

え
る
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

▼
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正

化
事
業

①
３
１
６
２
万
円

②
排
水
機
場
な
ど
の
老
朽
化
に
伴
い

施
設
の
維
持
改
修
を
行
い
ま
す
。

▼
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業

①
１
３
１
８
万
円

②
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
農
産
物
へ
の
被
害

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

▼
第
２
次
総
合
計
画
に
係
る
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
事
業

①
５
１
１
万
円

②
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
今
後
10

年
間
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
「
上
天
草
市
第
２
次
総
合

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
本

事
業
は
、
こ
の
総
合
計
画
の
取

組
み
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
実
行

計
画
）
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
共

に
策
定
し
、
同
プ
ラ
ン
に
基
づ

く
官
民
一
体
の
取
組
み
を
積
極

的
に
展
開
し
よ
う
と
す
る
も
の

観
光
お
も
て
な
し
課

▼
観
光
イ
ベ
ン
ト
委
託
事
業

①
１
９
４
８
万
円

②
地
域
連
携
音
楽
祭
や
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
、

観
光
客
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

▼
観
光
振
興
事
業
負
担
金
・
補
助

事
業

①
４
７
４
６
万
円

②
広
域
圏
や
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
構

想
推
進
協
議
会
な
ど
に
対
す
る

負
担
金
、
観
光
協
会
や
温
泉
組

合
な
ど
へ
補
助
金
を
支
出
し
、

関
連
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
観

光
事
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

▼
観
光
宣
伝
広
告
事
業

①
１
５
０
０
万
円

②
各
種
広
告
媒
体
を
活
用
し
て
、

市
の
認
知
度
向
上
を
図
る
た
め

観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
美
し
い
上
天
草
づ
く
り
事
業

①
１
１
４
８
万
円

②
公
園
や
道
路
沿
線
の
景
観
向
上

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
上
天
草

市
が
花
の
観
光
地
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

▼
祭
り
イ
ベ
ン
ト
補
助
事
業

①
９
４
５
万
円

②
天
草
五
橋
祭
、
キ
ラ
ラ
祭
、
夏

夢
音
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
、
し
お
風

ウ
ォ
ー
ク
な
ど
を
開
催
・
支
援

し
、
観
光
客
を
誘
致
し
ま
す
。

▼
観
光
施
設
維
持
管
理
事
業

①
３
６
１
７
万
円
（
県
費

１
３
４
万
円
）

②
市
の
公
園
、
公
衆
ト
イ
レ
な
ど

を
良
好
な
状
態
で
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
維
持
管
理
と
観

光
客
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の

施
設
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
事
業

①
１
０
２
５
万
円

②
市
内
４
カ
所
の
キ
ャ
ン
プ
場
施

設
な
ど
を
良
好
な
状
態
で
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
指
定
管

理
に
よ
る
維
持
管
理
を
行
い
ま

す
。

づ
く
り
事
業
推
進
助
成
金
」
を

交
付
し
て
取
組
み
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
感
覚
を
持
っ
た
青

少
年
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
、学
校
長
の
推
薦
に
基
づ
き
、

児
童
・
生
徒
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

に
係
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

▼
市
民
向
け
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ

ー
講
演
会
等
開
催
事
業

①
９
万
円

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
：
パ

ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

携
帯
電
話
な
ど
）
機
器
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
便
利
か
つ
安
全

に
利
活
用
す
る
能
力
を
高
め
る

た
め
、
市
民
向
け
に
講
演
会
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。

◆平成26年度  事業概要

財
政
課

◆平成26年度  事業概要

▼
地
方
債
元
利
償
還
金
（
民
間
資

金
繰
上
償
還
分
）

①
11
億
８
０
７
万
円

②
公
債
費
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
た

め
に
民
間
資
金
を
繰
上
償
還
し

ま
す
。

企
画
政
策
課

▼
庁
舎
管
理
事
業
（
大
矢
野
庁
舎

耐
震
補
強
工
事
）

①
９
５
７
１
万
円

②
大
矢
野
庁
舎
は
築
32
年
経
過
し

て
お
り
、
新
耐
震
基
準
で
建
設

が
行
わ
れ
た
か
不
明
で
あ
り
、

外
壁
お
よ
び
屋
上
部
分
の
タ
イ

ル
破
損
が
み
ら
れ
、
危
険
な
状

態
に
あ
り
ま
す
。
市
の
防
災
本

部
と
し
て
の
耐
震
化
は
不
可
欠

な
こ
と
か
ら
、
社
会
資
本
整
備

交
付
金
お
よ
び
合
併
特
例
債
を

活
用
し
事
業
を
行
い
ま
す
。

監
理
課
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建
設
課

建
設
部

▼
道
路
維
持
事
業

①
２
０
１
０
万
円

②
道
路
維
持
工
事
計
画
に
基
づ

き
、
市
道
西
ノ
浜
中
央
１
号
線

ほ
か
６
路
線
の
維
持
工
事
を
行

い
、
交
通
の
安
全
性
と
利
便
性

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

▼
道
路
改
良
事
業

都
市
整
備
課

▼
浄
化
槽
設
置
助
成
事
業

①
３
６
４
８
万
円

②
浄
化
槽
の
設
置
促
進
を
図
り
、

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域

の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め

設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

税
務
課

市
民
生
活
部

▼
税
務
・
徴
収
事
務
事
業

①
２
０
９
５
万
円

②
自
主
財
源
確
保
の
た
め
、
市
税

と
国
保
税
の
公
平
・
公
正
な
賦

課
・
徴
収
事
務
を
行
い
ま
す
。

環
境
衛
生
課

▼
上
天
草
衛
生
施
設
一
部
事
務
組

合
負
担
金
事
業

①
１
億
３
８
８
２
万
円

②
市
内
（
湯
島
地
区
を
除
く
。）

か
ら
排
出
さ
れ
る
し
尿
お
よ
び

市
民
窓
口
課

▼
窓
口
受
付
業
務
民
間
委
託
・
郵

便
局
窓
口
証
明
交
付
委
託
事
業

①
４
９
９
３
万
円

②
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

り
、
迅
速
か
つ
親
切
・
丁
寧

な
事
務
処
理
に
よ
り
、
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取

り
組
み
ま
す
。

福
祉
課

健
康
福
祉
部

▼
児
童
手
当
事
業

①
４
億
２
７
２
６
万
円
（
国
費

２
億
９
４
４
７
万
円
、
県
費

６
６
３
９
万
円
）

②
次
世
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の

健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
た

め
に
中
学
校
修
了
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
に
対
し
て

手
当
を
支
給
し
ま
す
。

▼
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

事
業

①
８
４
０
０
万
円
（
県
費

４
２
０
０
万
円
）

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２
、
福
祉

手
当
受
給
相
当
者
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
な
ど
の

該
当
者
が
、
病
院
な
ど
で
診
療

を
受
け
た
時
、
支
払
う
自
己
負

担
額
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
自
立
支
援
医
療
（
更
生
医
療
・

育
成
医
療
給
付
）

①
４
３
５
９
万
円
（
国
費

２
１
７
２
万
円
、
県
費

１
０
８
６
万
円
）

②
【
更
生
医
療
】
18
歳
以
上
の
身

体
障
害
者
手
帳
保
持
者
で
、
日

常
生
活
を
容
易
に
す
る
た
め
に

身
体
上
の
障
が
い
を
取
り
除
い

た
り
、
軽
減
す
る
た
め
に
受
け

た
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。【
育
成
医

療
】
18
歳
未
満
の
児
童
で
、
身

体
上
の
障
が
い
の
あ
る
人
、
ま

た
は
現
存
す
る
疾
患
を
放
置
す

る
と
将
来
障
が
い
を
残
す
児
童

で
、
確
実
な
治
療
効
果
が
期
待

し
う
る
児
童
に
対
し
、
指
定
自

立
支
援
医
療
機
関
で
受
け
た
医

療
費
の
自
己
負
担
分
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

▼
障
害
者
自
立
支
援
事
業

①
５
億
７
４
８
３
万
円
（
国
費

２
億
８
５
７
８
万
円
、
県
費

１
億
４
２
５
０
万
円
）

②
障
が
い
者
な
ど
で
介
護
の
必
要

な
人
に
対
し
て
「
介
護
給
付
」

を
支
給
し
、
生
活
の
安
定
を
図

り
、
自
立
し
た
生
活
を
支
援
し

ま
す
。
ま
た
、
自
立
や
就
労
に

向
け
た
訓
練
な
ど
を
行
う
「
訓

練
等
給
付
」
を
支
給
し
、
日
中

活
動
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
施
設
入
所
支
援
な
ど
に
よ

り
住
ま
い
の
場
を
提
供
し
、
障

が
い
者
の
生
活
支
援
と
社
会
参

加
を
促
進
し
ま
す
。

▼
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業

①
４
４
２
７
万
円
（
国
費

１
６
１
０
万
円
・
県
費

▼
前
島
地
区
総
合
開
発
整
備
事
業

①
３
億
５
０
０
０
万
円
（
国
費

１
億
４
５
０
０
万
円
、
起
債

１
億
９
４
１
０
万
円
）

②
前
島
地
区
を
観
光
需
要
拡
大
の

た
め
の
新
た
な
観
光
客
へ
の
動

機
づ
け
と
な
る
エ
リ
ア
（
重
点

整
備
地
域
）
と
し
て
、
大
人
か

ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
集
客
ゾ
ー
ン
と
し
て
環

境
整
備
を
行
い
ま
す
。

▼
農
林
水
産
物
等
ブ
ラ
ン
ド
化
推

進
事
業

①
１
３
７
９
万
円

②
加
工
品
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
と
し
て
農
林
水
産
物
ブ
ラ

ン
ド
推
進
協
議
会
に
お
い
て
、

６
次
産
業
化
や
市
産
品
を
原
料

と
す
る
新
た
な
付
加
価
値
商
品

開
発
を
目
指
す
生
産
者
や
加
工

事
業
者
に
対
し
、
加
工
品
な
ど

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
開
発

研
究
に
必
要
な
ア
ド
バ
イ
ス
や

支
援
機
関
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

▼
農
林
水
産
物
販
売
促
進
事
業

①
６
８
２
万
円

②
新
た
な
販
路
開
拓
を
目
指
す
生

産
者
や
事
業
者
を
対
象
に
、
県

内
外
で
の
商
談
会
や
催
事
な
ど

を
活
用
し
た
販
売
促
進
の
支
援

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
関
東
・

関
西
や
県
内
か
ら
関
係
す
る
バ

イ
ヤ
ー
を
招
き
、「
食
の
産
地

交
流
会
」
を
市
内
で
開
催
し
、

意
見
交
換
に
よ
る
対
象
者
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
、
バ
イ
ヤ
ー
と
の

関
係
構
築
を
向
上
さ
せ
、
市
農

林
水
産
物
と
加
工
品
の
販
売
促

進
を
図
り
ま
す
。

①
１
億
５
２
０
３
万
円

②
道
路
改
良
工
事
計
画
に
基
づ

き
、
市
道
環
状
西
２
号
線
ほ
か

６
路
線
の
工
事
を
行
い
、
市
民

の
安
全
を
確
保
し
、
利
便
性
の

向
上
を
図
り
ま
す
。（
平
成
25

年
度
繰
越
事
業
９
５
５
３
万
円

含
む
）

▼
道
路
舗
装
事
業

①
１
億
２
６
０
２
万
円

②
道
路
舗
装
工
事
計
画
に
基
づ

す
。

▼
公
共
下
水
道
補
助
事
業

①
９
３
７
２
万
円

②
住
環
境
の
向
上
と
公
共
水
域
の

水
質
保
全
を
図
る
た
め
、
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
き
合
津
終
末

処
理
場
汚
泥
処
理
棟
の
改
築
工

事
を
行
い
ま
す
。

▼
市
営
住
宅
建
設
事
業

①
２
０
４
０
万
円

②
市
営
住
宅
の
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
き
、
居
住
性
向
上
・
安
全

性
確
保
の
た
め
既
存
施
設
の
改

修
工
事
を
行
い
ま
す
。

議
事
業

①
55
万
円

②
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
の
推

進
お
よ
び
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
活
用
な
ど
を
中
心
と
し
た
次

世
代
の
エ
コ
ラ
イ
フ
に
関
し
、

新
し
い
生
活
様
式
の
実
験
的
な

取
組
み
な
ど
の
検
討
を
行
い
、

市
の
環
境
施
策
に
反
映
さ
せ
、

環
境
に
配
慮
し
た
意
識
の
向
上

お
よ
び
実
践
行
動
の
促
進
を
図

り
ま
す
。

▼
環
境
浄
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

①
２
１
７
万
円

②
大
矢
野
川
流
域
地
区
を
対
象
に

有
用
微
生
物
群
に
よ
る
環
境

の
浄
化
を
図
り
ま
す
。

８
０
５
万
円
）

②
地
域
で
の
障
が
い
者
な
ど
の
生

活
の
安
定
や
自
立
に
向
け
た
体

制
づ
く
り
や
支
援
を
行
い
ま

す
。
主
な
事
業
は
相
談
支
援
事

業
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
事
業
、
異
動
支
援
事
業
、
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
日
常

生
活
用
具
給
付
事
業
、
日
中
一

次
支
援
事
業
、
訪
問
入
浴
サ
ー

ビ
ス
、
自
動
車
免
許
取
得
事
業

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▼
認
可
保
育
園
措
置
事
業

①
８
億
８
１
１
８
万
円
（
国
費

３
億
２
３
５
５
万
円
、
県
費

１
億
６
８
２
７
万
円
）

②
保
育
に
欠
け
る
乳
幼
児
を
保
育

す
る
こ
と
を
目
的
に
市
立
認
可

保
育
園
13
園
に
対
し
て
交
付
金

を
交
付
し
ま
す
。

▼
開
所
時
間
延
長
保
育
促
進
事
業

①
６
８
４
７
万
円
（
県
費

４
５
６
４
万
円
）

②
11
時
間
の
保
育
園
開
所
時
間
の

前
後
に
お
い
て
、
さ
ら
に
30
分

以
上
の
延
長
保
育
を
実
施
し
、

保
育
需
要
へ
対
応
し
ま
す
。

▼
児
童
扶
養
手
当
事
業

①
１
億
６
３
９
１
万
円
（
国
費

５
４
６
３
万
円
）

②
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
生
活
の

安
定
と
自
立
の
促
進
の
た
め
、

当
該
児
童
に
つ
い
て
児
童
扶
養

手
当
を
支
給
し
、
児
童
福
祉
の

増
進
を
図
り
ま
す
。

産
業
雇
用
創
出
課

▼
商
工
振
興
対
策
事
業

①
３
８
９
８
万
円

②
地
域
中
小
企
業
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
中
小
企
業
の
設
備
投

資
借
入
に
お
け
る
利
子
補
給
補

助
・
短
期
融
資
貸
付
お
よ
び
上

天
草
市
商
工
会
へ
の
補
助
な
ど

を
行
い
ま
す
。

▼
海
運
振
興
対
策
事
業

①
３
８
０
万
円

②
高
齢
化
に
よ
り
不
足
す
る
船
員

の
確
保
を
促
す
た
め
の
活
動
や

乗
船
実
習
中
の
新
規
船
員
の
人

件
費
の
一
部
補
助
を
行
い
ま

す
。

▼
企
業
誘
致
事
業

①
９
９
８
万
円

②
地
場
産
業
の
事
業
拡
大
ま
た
は

新
た
な
企
業
に
よ
る
雇
用
創
出

を
促
す
た
め
積
極
的
な
企
業
訪

問
、
情
報
収
集
活
動
を
行
い
地

場
産
業
の
育
成
や
企
業
立
地
に

際
し
て
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
地
方
消
費
者
行
政
活
性
化
事
業

①
４
６
２
万
円（
県
費
２
３
５
万
円
）

②
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
巧
妙
化
す
る
悪
質
商
法
な

ど
の
相
談
業
務
に
迅
速
か
つ
的

確
に
対
処
す
る
た
め
の
相
談
員

の
育
成
や
、
巡
回
相
談
窓
口
の

開
設
、
被
害
者
防
止
啓
発
活
動

や
出
前
講
座
を
行
い
ま
す
。

き
、
市
道
環
状
北
線
ほ
か
９
路

線
の
舗
装
工
事
を
行
い
、
交
通

の
安
全
性
を
確
保
し
、
利
便
性

の
向
上
を
図
り
ま
す
。（
平
成

25
年
度
繰
越
事
業
７
７
０
２
万

円
含
む
）

▼
港
湾
建
設
事
業

①
１
億
５
５
０
０
万
円

②
港
湾
建
設
工
事
計
画
に
基
づ

き
、
江
樋
戸
港
改
修
工
事
ほ
か

１
件
の
工
事
を
行
い
、
船
舶
の

安
全
な
航
行
お
よ
び
係
留
を
図

り
ま
す
。（
平
成
25
年
度
繰
越
事

業
１
億
４
５
０
０
万
円
含
む
）

浄
化
槽
汚
泥
の
処
理
を
天
草
市

と
共
同
で
行
い
ま
す
。

▼
し
尿
処
理
事
業

①
９
８
７
万
円

②
湯
島
地
区
の
し
尿
な
ど
の
収
集

運
搬
お
よ
び
処
理
を
行
い
ま
す
。

▼
天
草
広
域
連
合
清
掃
費
負
担
金

事
業

①
３
億
４
９
５
１
万
円

②
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生

ご
み
の
処
理
を
天
草
圏
域
２
市

１
町
共
同
で
行
い
ま
す
。

▼
ご
み
処
理
事
業

①
１
億
１
３
１
４
万
円
（
県
費

１
４
５
０
万
円
）

②
市
指
定
ご
み
袋
の
作
成
、
ご
み

収
集
運
搬
の
委
託
、
各
種
補
助

（
生
ご
み
処
理
機
購
入
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
整
備
）
な

ど
を
行
い
ま
す
。

▼
斎
場
総
務
管
理
事
業

①
２
４
５
１
万
円

②
市
立
斎
場
の
運
営
お
よ
び
施
設

の
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

▼
狂
犬
病
予
防
事
業

①
１
４
２
万
円

②
狂
犬
病
予
防
お
よ
び
野
犬
対
策

な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
事
業

①
４
０
０
万
円

②
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
設
置
す
る
人
に
助
成
を
行
い

ま
す
。

▼
次
世
代
エ
コ
生
活
推
進
検
討
会
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▼
議
会
一
般
事
務
事
業

①
１
６
４
８
万
円

②
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
議
会
だ
よ
り
の
発
行
や

議
会
中
継
の
配
信
、
議
会
報

告
会
の
開
催
な
ど
を
は
じ
め
、

本
会
議
の
準
備
や
会
議
録
の

作
成
な
ど
、
議
員
活
動
を
全

般
的
に
補
佐
し
、
市
議
会
を

ス
ム
ー
ズ
に
運
営
し
ま
す
。

▼
大
潟
・
中
央
配
水
池
間
送
水
管
布

設
替
事
業

①
２
５
０
０
万
円

②
大
矢
野
大
潟
ポ
ン
プ
場
か
ら
中

央
配
水
池
ま
で
の
老
朽
化
し
た

送
水
管
を
布
設
替
し
ま
す
。

▼
配
水
管
整
備
事
業

①
５
３
０
０
万
円

②
老
朽
化
し
た
配
水
管
の
布
設
替

え
や
未
給
水
地
区
の
配
水
管
の

新
設
お
よ
び
他
事
業
の
施
工
に

伴
う
布
設
替
え
を
行
い
ま
す
。

▼
漏
水
調
査
業
務
委
託
事
業

保
健
課

▼
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
負
担

金
事
業

①
９
億
１
６
５
０
万
円
（
県
費

１
億
１
４
６
２
万
円
）

②
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

（
75
歳
以
上
お
よ
び
65
歳
か
ら

74
歳
で
一
定
の
障
が
い
が
あ
る

人
）
に
対
す
る
適
切
な
医
療
の

給
付
な
ど
を
行
う
た
め
の
負
担

金
で
す
。

▼
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
事

業
①
２
５
５
７
万
円

②
40
歳
か
ら
74
歳
の
国
保
加
入
者

を
対
象
に
、
生
活
習
慣
病
・
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

早
期
発
見
を
目
的
と
し
た
特
定

健
診
を
行
い
、
健
診
結
果
に
応

じ
て
、
生
活
習
慣
病
の
改
善
が

必
要
な
人
へ
特
定
保
健
指
導
を

実
施
し
ま
す
。
今
年
度
末
年
齢

40
・
45
・
50
・
55
歳
の
人
は
特

定
健
診
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
特
定
健
診
を
受
け

た
人
で
リ
ス
ク
の
高
い
人
は
、

生
活
習
慣
病
の
重
症
化
を
予
防

す
る
た
め
、
詳
細
な
健
診
を
無

料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

健
康
づ
く
り
推
進
課

▼
健
康
診
査
事
業

①
４
４
３
０
万
円
（
県
費

２
１
８
万
）

②
若
い
世
代
か
ら
健
康
に
気
を
つ

け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
生
活

習
慣
病
健
診
や
、
が
ん
の
早
期

発
見
を
目
的
と
し
た
各
種
が
ん

検
診
を
実
施
し
ま
す
。

▼
母
子
保
健
事
業

①
２
０
８
０
万
円

②
妊
娠
中
の
健
康
管
理
や
お
子
さ

ま
の
発
育
・
発
達
状
況
の
確
認

な
ど
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
母
子
健
康
手
帳
の
交

付
、妊
婦
健
康
診
査
公
費
負
担
、

乳
幼
児
の
健
診
や
学
級
・
相
談
・

訪
問
を
行
い
ま
す
。

▼
予
防
接
種
事
業

①
５
７
５
５
万
円

②
病
気
か
ら
体
を
守
り
、
感
染
症

の
流
行
を
防
ぐ
た
め
に
、
乳
幼

児
、
児
童
、
生
徒
お
よ
び
65
歳

以
上
の
法
律
で
決
め
ら
れ
た
人

を
対
象
に
、
予
防
接
種
の
公
費

負
担
を
し
ま
す
。

▼
歯
科
保
健
事
業

①
90
万
円

②
乳
幼
児
期
か
ら
予
防
歯
科
へ
の

意
識
を
高
め
、
生
涯
を
通
じ
た

歯
の
健
康
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
、
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
、
幼

児
歯
科
検
診
及
び
幼
児
フ
ッ

化
物
歯
面
塗
布
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
市
内
小
中
学
校
で

の
フ
ッ
化
物
洗
口
を
推
進
し
ま

す
。

▼
健
康
教
育
事
業

①
１
０
５
万
円
（
県
費
24
万
円
）

②
「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の

手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
地
区

組
織
活
動
を
実
践
さ
れ
て
い
る

食
生
活
改
善
推
進
事
業
へ
の
支

援
な
ら
び
に
新
規
食
改
推
進
員

の
養
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

が
ん
サ
ロ
ン
、
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
講
演
会
な
ど
へ
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

学
務
課

教
育
委
員
会
事
務
局

▼
Ｅ-

フ
レ
ン
ズ
ス
ク
ー
ル
事
業

①
４
６
０
万
円

②
英
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を

増
員
し
、
保
育
園
で
の
Ｅ-

フ

レ
ン
ズ
と
連
携
し
た
小
学
校
１

～
４
年
ま
で
の
外
国
語
教
育
を

行
い
、
小
学
校
５
、６
年
の
外

国
語
活
動
に
つ
な
げ
、
外
国
語

（
英
語
）
を
聞
い
た
り
、
話
し

た
り
す
る
活
動
を
行
い
ま
す
。

▼
小
・
中
学
校
校
舎
営
繕
事
業

①
７
９
１
７
万
円

②
小
・
中
学
校
の
校
舎
や
体
育
館

な
ど
の
施
設
修
繕
や
調
査
設

計
、
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

▼
学
校
規
模
適
正
化
事
業

①
２
４
５
万
円

②
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
に
伴
う

市
内
小
・
中
学
校
の
小
規
模
校

化
、
過
小
規
模
校
化
に
よ
り
予

測
さ
れ
る
子
供
た
ち
の
教
育
環

境
を
、
よ
り
望
ま
し
い
環
境
に

整
備
し
ま
す
。

▼
特
別
奨
学
金
給
付
事
業

①
１
８
０
万
円

②
地
元
高
校
へ
の
優
秀
な
生
徒
の

進
学
を
促
す
た
め
、
給
付
金
を

交
付
し
ま
す
。

▼
奨
学
金
貸
付
事
業

①
２
０
４
０
万
円

②
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
修

学
困
難
な
人
に
対
し
、
学
資
の

貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

▼
要
保
護
準
要
保
護
就
学
援
助
事
業

①
２
６
５
１
万
円

②
経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
就
学

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
お

よ
び
生
徒
に
対
し
て
必
要
な
費

用
を
援
助
し
ま
す
。

▼
部
活
動
各
種
大
会
出
場
等
支
援

事
業

①
８
４
２
万
円

②
小
・
中
学
校
に
お
け
る
児
童
・

生
徒
の
健
全
な
心
身
の
育
成
と

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の
普
及
振
興

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

小
・
中
学
校
の
部
活
動
に
対
し

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。ま
た
、

児
童
・
生
徒
が
学
校
教
育
活
動

を
通
じ
て
健
全
な
育
成
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
各
種
大
会
へ
の
出

場
に
要
す
る
経
費
を
助
成
し
ま

す
。

社
会
教
育
課

▼
文
化
財
保
護
事
業

①
７
８
０
万
円

②
指
定
文
化
財
の
保
護
活
用
と
新

た
な
文
化
財
の
調
査
を
行
い
ま

す
。

▼
生
涯
学
習
推
進
事
業

①
３
３
２
万
円

②
市
民
が
心
豊
か
な
生
活
を
お
く

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
生
涯
学

習
情
報
の
提
供
に
努
め
る
と
と

も
に
、
各
種
社
会
教
育
団
体
の

運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▼
市
史
編
纂
事
業

①
60
万
円

②
上
天
草
市
史
（
旧
姫
戸
町
・
旧

龍
ヶ
岳
町
）
を
作
成
す
る
た
め

に
、
資
料
収
集
を
行
い
ま
す
。

▼
国
際
文
化
体
験
活
動
事
業

①
６
６
０
万
円

②
生
き
た
英
語
力
の
習
得
や
国
際

理
解
を
深
め
る
た
め
、
上
天
草

市
英
語
村
Ｅ
‐
フ
レ
ン
ズ
を
運

営
し
ま
す
。

▼
公
民
館
運
営
事
業

①
２
２
５
２
万
円

②
公
民
館
の
活
動
支
援
を
行
い
、

各
種
学
級
や
講
座
を
開
催
し
、

生
涯
学
習
の
推
進
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
大
矢
野
自
然
休
養

村
管
理
セ
ン
タ
ー
に
係
る
業
務

を
指
定
管
理
者
に
委
託
し
、
施

設
の
管
理
運
営
を
行
い
ま
す
。

▼
図
書
館
運
営
事
業

①
３
０
９
４
万
円

②
利
用
者
の
要
望
に
応
じ
た
図
書

の
整
備
を
進
め
、
利
用
者
の
増

加
を
図
る
と
と
も
に
、
移
動
図

書
館
の
運
営
や
児
童
童
話
発
表

会
の
開
催
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
司
書
に
よ
る
お
は

な
し
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
す
。

▼
文
化
振
興
事
業

①
２
５
８
万
円

②
舞
台
芸
術
を
中
心
と
し
た
自
主

文
化
事
業
を
積
極
的
に
実
施

し
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
芸
術
文

化
に
親
し
む
機
会
を
提
供
し
ま

す
。
ま
た
、
小
中
学
校
と
連
携

し
、
芸
術
家
な
ど
を
派
遣
す
る

事
業
を
展
開
し
ま
す
。

▼
人
権
教
育
事
業

①
３
２
９
万
円

②
地
域
人
権
教
育
指
導
員
の
活
動

や
人
権
講
演
会
の
実
施
、
上
天

草
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
の

活
動
を
通
じ
て
人
権
教
育
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
活
動
事
業

①
１
５
１
７
万
円

②
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
を
図
る
た
め
、
小
中

高
校
生
の
各
種
大
会
や
パ
ー
ル

ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開

催
、
体
育
協
会
へ
の
補
助
な
ど

を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

機
会
を
提
供
し
ま
す
。

▼
指
定
管
理
者
委
託
事
業

①
５
７
８
７
万
円

②
大
矢
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
と

松
島
総
合
運
動
公
園
に
係
る
業

務
を
指
定
管
理
者
に
委
託
し
、

施
設
を
管
理
運
営
し
ま
す
。

水
道
局

議
会
事
務
局

▼
農
業
委
員
会
事
業

①
１
２
０
０
万
円
（
県
費

３
９
０
万
円
）

②
農
地
の
権
利
移
動
・
貸
し
借
り

の
許
認
可
お
よ
び
あ
っ
せ
ん
、

違
反
転
用
の
防
止
・
遊
休
農
地

の
調
査
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま

す
。

農
業
委
員
会
事
務
局

▼
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

①
６
６
７
０
万
円
（
県
費

９
１
０
万
円
）

②
小
学
３
年
生
終
了
ま
で
の
子
ど

も
の
病
気
の
早
期
治
療
を
促
進

し
、
そ
の
健
康
の
保
持
お
よ
び

健
全
な
子
育
て
を
支
援
す
る
た

め
受
信
時
の
医
療
費
自
己
負
担

額
を
助
成
し
ま
す
。

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課

▼
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

①
33
億
６
６
９
８
万
円
（
国
費

９
億
２
３
９
６
万
円
、
県
費

５
億
３
６
４
万
円
）

②
40
歳
以
上
の
人
が
被
保
険
者
と

な
っ
て
保
険
料
を
納
め
、
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
時
に
は
、
安

心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い

ま
す
。

▼
地
域
支
援
事
業

①
９
２
６
５
万
円
（
国
費　

３
２
１
０
万
円
、
県
費　

１
６
０
５
万
円
）

②
高
齢
者
が
介
護
の
必
要
な
状
態

に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
と
と

も
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

▼
高
齢
者
福
祉
事
業

①
６
億
７
０
９
０
万
円
（
県
費

３
２
７
７
万
円
）　　

②
高
齢
者
が
安
心
し
て
地
域
で
暮

ら
せ
る
た
め
に
、
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
や
住
宅
改
造
事
業
、
敬

老
会
行
事
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
養

①
１
０
０
０
万
円

②
水
道
送
水
・
配
水
・
給
水
管
の

地
下
漏
水
を
発
見
す
る
た
め
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

▼
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

①
１
５
０
０
万
円

②
水
道
施
設
の
監
視
シ
ス
テ
ム
を

新
た
に
設
置
し
、
古
く
な
っ
た

計
装
機
器
を
改
修
し
ま
す
。

護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
措
置
事
業

を
行
い
ま
す
。

◆平成26年度  事業概要◆平成26年度  事業概要
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分　野 講座名 内　容 担当課

税金と財政

私たちのまちの財政状況 市の予算・決算の内容、財政状況と今後の見通し 財政課

身近な市税の話（租税教室） 税に対する正しい知識と税の必要性
税務課

税金を滞納すると 納税の仕組みと滞納処分

社会基盤

上天草市上水道の仕組み 水道水ができるまで 水道局

『道』を知る 道路に関する疑問などを解消

建設課

『海』を知る 海岸に関する疑問などを解消

『川』を知る 河川に関する疑問などを解消

『危険地域』を知る 危険区域に関する疑問などを解消

『災害復旧工事』を知る 災害復旧工事に関する疑問などを解消

産業基盤

上天草市の水産振興について 上天草市の水産業の現状と取組みについて

農林水産課上天草市の農業振興について 上天草市の農業の現状と取組みについて

上天草市の林業振興について 上天草市の林業の現状と取組みについて

上天草市の６次産業化とブラン

ド化について

国際的６次産業化マスタープランの内容と取組

みについて
産業雇用創出課

地場企業および進出企業の育成

と支援
優遇策を活用した設備投資と雇用の促進について

まちづくり まちづくり事業の取組み状況

アダプトプログラム、まちづくり事業推進助成

および財団法人などが行う助成事業の取組み状

況や制度の紹介

企画政策課

議　　会 議会のあらまし 市議会の概要 議会事務局

環境・衛生

有用微生物群を使った身近な

環境浄化対策

家庭の中で簡単にできる環境浄化、トイレ、台

所の悪臭対策、河川や側溝のヘドロの分解と悪

臭対策など有用微生物群を活用した環境学習会

環境衛生課上天草市のごみの状況および

分別収集について

上天草市のごみの状況、分別収集、グリーンコ

ンシューマーなどについて

上天草市の環境について
上天草市の環境についての現状と今後の取組み

について

くらしと水環境について 生活雑排水の汚水処理の仕組みと役割について 都市整備課

防災安全 自主防災組織について 自主防災組織の必要性および設立の推進について
総務課

危機管理防災室

人権啓発 人権講話 歌う人権講座（子ども編） 社会教育課

文化振興 上天草市の文化財 文化財と保護活用について 社会教育課

分　野 講座名 内　容 担当課

健康と福祉

子どものむし歯について
上天草市のむし歯の現状と日ごろのむし歯予防

について

健康づくり推進課

子どもの生活習慣について
早寝、早起き、朝ごはんの大切さ、生活リズム

について

子どもの予防接種について
予防接種の正しい知識

～予防接種の必要性、種類と受け方について～

あなたは大丈夫～メタボ対策～
メタボリックシンドロームとは何か？　　　

～食事および生活習慣の見直しや改善方法について～

古くて新しい血圧の話
高血圧が及ぼす身体の影響について　　　　

～改善するための食事や生活習慣について～

みんなで考えるみんなの健康づ

くり
健康づくり推進計画について

障がい者を取り巻く福祉について 障がい者の状況および福祉サービス

福祉課子育て支援について 子どもを取り巻く状況および子育て支援策

こころの健康づくりについて うつ病予防などの心の健康について

老人ホームでの福祉サービス 養護老人ホームでの福祉サービス 老人ホーム和光園

高齢者福祉サービス
独居老人や支援の必要な高齢者に対する福祉

サービス 高齢者ふれあい課

高齢者の権利を守ること 認知症や成年後見制度について

社会保障 介護保険について 介護保険制度の仕組みや介護予防の取組み 高齢者ふれあい課

観光振興 上天草市の観光について
上天草市の観光の現状と観光を取り巻く環境に

ついて
観光おもてなし課

消費者保護 消費トラブル
多様化する悪徳商法などについて事例や解決方

法を紹介
産業雇用創出課

◆申込対象／原則として、市内に住んでいる人か通勤、通学している人で構成された 10 人以上のグループ。
小中高校が行う総合学習の取組みとして申し込みいただくこともできます。

　なお、次の場合は出前講座を利用できません。

　①公序良俗に反する場合　②政治、宗教または営利を目的とした催しなどを行うおそれがある場合

　③その他、出前講座の目的（市民への学習機会の提供）に反する場合

◆開催時間／午前９時から午後９時までです。年末年始（12 月 28 日～１月４日）を除き、土日、祝日でも開
催可能。※各講座の所要時間はおおむね１時間です。

◆開催場所／申込団体が確保した市内の会場とします。なお、会場使用料が発生した場合は、申込団体が負担
してください。

◆講師・料金／講師は市の職員が行います。料金は無料です。
◆申込方法／申込書には必要事項を記入の上、実施希望日の 20日前までに市長公室または大矢野窓口センタ
ー、市民窓口課、姫戸・龍ヶ岳統括支所に提出してください。なお、申込書は各提出先に設置してあります。

【出前講座申込方法】

　平成 21 年度より協働のまちづくりの礎を築く一つの取組みとして、「出前講座」を開催して

おりますが、本年度開催する講座内容を次のとおり見直しました。

　市の職員が皆さまのもとに伺い、市の取組みや暮らしに役立つ情報などを分かりやすく説明

する「出前講座」をぜひご利用ください。

【問合せ先】市長公室政策秘書係　☎ 0964（26）5525
「 出 前 講 座 」

知って得する情報があなたの地域で聞ける
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まち わだいの

　３月 28 日、上天草物産館さんぱーるから収益金の一

部を市に寄付するため、パライゾ上天草株式会社代表取

締役田中亨社長が市役所大矢野庁舎を訪れました。寄付

金額は 100 万円で、同様の寄付は上天草市の合併後初

めて。田中社長が「地域振興に役立ててください」と目

録を川端市長に手渡すと、川端市長は「有益に使わせて

いただきます」とお礼の言葉を述べました。

　この寄付金は、地域の活性化などに役立てるため、主

に経済振興に関する事業に充てられることとなっていま

す。

あさひ老人会が交通安全講演会

パライゾ上天草(株)収益金の一部寄付

交通事故から身を守ろう

地域の経済振興願って

上天草市漁業者クラブ
　３月 13 日、あさひ老人会（田﨑豊長会長）が松島町
阿村地区第二自治公民館で、防犯と交通安全に関する講

演会を実施しました。

　これは、高齢者が交通事故や振り込め詐欺などの被害

に遭うケースが増えていることから、地域の安心安全を

目指して行われたもので、会員約 40 人の参加がありま

した。

　講演会には講師として上天草警察署から署員２人が、

交通事故の防止策や詐欺に関する事例などを分かり易く

紹介。上天草市内でも昨年２件の振り込め詐欺被害が発

生していることから、「不審な電話などがあればすぐに

相談を」と呼び掛けました。

あさひ老人会が交通安全講演会

パライゾ上天草(株)収益金の一部寄付

３／

３／

13

28

　４月３日、天草四郎観光協会（千原光明会長）主催に

よる早期米の田植えが、松島町今泉の水田「体験型観光

農園知ろ～ずファーム」で行われ、今津小学校の新５年

生 28 人が参加しました。これは、米づくりを通して早

期米のＰＲなどを地域の子ども達と一緒に行うことが目

的。初めに生産者の焼尾まゆみさんから「３、４本ずつ

取って 20㌢の間隔で植えてください」と美味しいお米
の作り方などを教わると、児童らは水田に恐る恐る素足

で入り、泥だらけで田植えを行いました。

　８月には稲刈りが予定されており、収穫したコシヒカ

リは給食で出されるとのこと。参加した吉澤映太さんは

「汚れたけど楽しかった」と話していました。

早期米コシヒカリ田植え体験 東日本復興支援天草上島一周マラソン　　

泥だらけでも
楽しいな

早期復興祈願し
上島一周を走る

早期米コシヒカリ田植え体験

４／ ３／

　天草トライアスロンクラブ所属で天草池田電機株式会

社に勤務する嶋田秀樹さんが３月 22 日、東日本復興を

支援する上島一周マラソンに挑戦し約 83㌔を走り抜き

ました。

　これは嶋田さんが、東日本大震災から３年目を迎えた

今年、自分にできることは何かと考え、走ることで復興

への思いを伝え、多くの人に関心を持ってもらいたい、

とのきっかけで行ったものです。

　松島庁舎前の沿道で声援を送られると、笑顔で手を振

り姫戸・龍ヶ岳方面へ駆け抜けていきました。マラソン

中には合わせて募金活動も行われ、集まった 154,691 円

が日本赤十字社を通じて被災地に贈られました。

３ 22
格闘技空手道拳心会35周年記念大会

白熱した試合で
好成績残す

格闘技空手道拳心会35周年記念大会

３／

　３月 30 日、鹿児島アリーナで「格闘技空手道拳心会

35 周年記念大会」が開催されました。市内の正流拳道

場から 12 人の選手が出場し、白熱した試合を行いまし

た。なお、大会結果は次のとおりです。

　　【組手の部】　　　　　　　　【形の部】

○小学２年生の部（男子）　○小学２年生の部
　優勝　森川善生（上小）　　準優勝　森川善生（上小）

○小学４年生の部（女子）　○小学５年生の部
　優勝　森川晃帆（上小）　　優勝　田﨑龍星（上小）
○小学５年生の部（女子）
　優勝　佐伯亜海（中南小）

○小学５年生の部（男子）
　優勝　田﨑龍星（上小）

30

100歳表彰おめでとうございます
　佐藤ミツ子さん、水野シズエさん、福山ミサヲさん、

中本アヤノさん、坂口末幸さんの５人が 100 歳を達成

され、川端市長から表彰状が手渡されました。

佐藤ミツ子さん
大矢野町維和

大正２年 12月１日生

水野シズエさん
大矢野町登立

大正２年 12月 20 日生

中本アヤノさん
姫戸町二間戸

大正３年２月 12日生

坂口末幸さん
大矢野町中

大正３年３月１日生

福山ミサヲさん
松島町今泉

大正３年１月５日生

東日本復興支援天草上島一周マラソン　　
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種　類 ※用意するもの 日 対象者（月生） 受付時間
２カ月児学級 バスタオル 26木 H26. ４

午後１時～
午後１時15分

3～4カ月児健診 バスタオル ３火 H26. ２

6～7カ月児健診
ハンカチ
または

ハンドタオル
10火 H25. 11

１歳６カ月児健診 尿 17火 H24. 11

２歳児歯科健診
歯ブラシ

（仕上げ磨き）
19木 H24. ６

３歳児健診
聴力・視力
検査用紙

24火 H23. ５

【場所】上天草市保健センター（松島町合津 7915 番地１）
【用意するもの】母子健康手帳と問診票は、いずれの健診・学級でも必ず持参ください。
 ※２歳児歯科健診の問診票は健診会場で配布します。

乳幼児健診（６月）

日祝日在宅医（５・６月）

育児相談 ・母子健康手帳交付 （６月）

場　所 日 実施時間
（手帳受付時間）

大矢野窓口センター
２月、９月、16月
23月、30月

午前９時 30 分～午前 11 時
（午前９時 30 分～ 45 分）

上天草市保健センター
随時交付（手帳）

18水（相談） 午前９時 30 分～午前 11 時

姫戸統括支所 ６金、27金 午前９時～午前 10 時
（午前９時～ 15 分）

龍ヶ岳統括支所 ６金、27金 午前10時 30分～午前11時 30分
（午前 10 時 30 分～ 45 分）

用意するもの　印鑑（手帳）
①交付日以外でも上記窓口で随時母子健康手帳の発行を行っています。

②「①」の場合は健康づくり推進課から後日連絡をし、保健師・栄養士による保

健指導を行います。

５月 31 日は世界禁煙デー

　５月31日は、世界保健機関 ( ＷＨＯ )が「世界禁煙デー」
と定め、厚生労働省では禁煙および受動喫煙防止の普及
啓発を積極的に行っています。
　喫煙をすると煙に含まれる有害物質が体内に吸収され、
「血管の炎症」や「血管の収縮」を起こし、結果的に血管
年齢の老化を進めます。
　喫煙者は非喫煙者に比べ、心臓病による死亡リスクは
1.5 ～４倍、脳梗塞による死亡リスクは２～３倍という
結果から、喫煙は血管の老化が原因で起こる動脈硬化性
の病気を引き起こすことが明らかとなっています。また、
喫煙者の周囲の人もタバコの煙を吸うこ
とで健康に悪影響が及びます。
　この「世界禁煙デー」を機に、禁煙に
ついて考えてみませんか？今まで禁煙が
うまくいかなかった人は、禁煙外来もお
すすめです。

種 類 日 実施時間
精神保健相談 ５木、19木 午後 2時～

【場所】天草保健所相談室　☎ 0969（23）0172　※要予約

福　祉（６月）

がんサロン（６月）
日 実施時間

27 日金 午後１時 30 分～午後３時 30 分

【場所】上天草総合病院６階講堂　☎ 0969（62）1122

小児救急電話相談
短縮番号（＃ 8000） 毎日 午後７時～午前０時

ダイヤル回線の場合　☎ 096（364）9999

夜間の子どもの急病時

■問合せ先
　健康づくり推進課健康増進係　☎ 0969(28)3381

●問合せ先
　健康づくり推進課成人保健係☎ 0969（28）3356

【診療時間】　午前９時～午後５時 ※診療時間外は事
前に電話連絡をお願いします。上表は４月 22 日現在

の予定表です。都合により変更することもありますの

で、健康づくり推進課までお尋ねください。

日 病院名〈診療科目〉（所在地）電話番号

18
竹島医院〈内〉

（大矢野町登立）
☎ 0964（56）0159

村上医院〈内・小・リ
ハ・神内・呼・循・消〉

（姫戸町姫浦）
☎ 0969（58）3102

25
中村医院〈内〉

（大矢野町上）
☎ 0964（56）0003

竹中医院〈内〉
（姫戸町二間戸）
☎ 0969（58）2148

１
福本眼科〈眼〉

（大矢野町上）
☎ 0964（56）0508

上天草総合病院
〈内〉

（龍ヶ岳町高戸）
☎ 0969（62）1122

８

天草皮ふ科・内科
〈皮・内〉

（大矢野町中）
☎ 0964（59）0808

春田医院
〈外・内・小〉

（松島町阿村）
☎ 0969（56）0052

15
毛利医院〈内〉

（大矢野町登立）
☎ 0964（56）2111

やまうち医院
〈小・内・ア〉

（松島町阿村）
☎ 0969（56）0899

22

宮崎外科胃腸科医院
〈外・消〉

（大矢野町上）
☎ 0964（56）0600

姫戸医院〈内〉
（姫戸町姫浦）
☎ 0969（58）3583

29

佐々木整形外科
〈整〉

（大矢野町中）
☎ 0964（56）5550

村上医院〈内・小・リ
ハ・神内・呼・循・消〉

（姫戸町姫浦）
☎ 0969（58）3102

～禁煙について考えてみませんか？～

▲全国禁煙推進研究会
　キャラクター
　「すわんけん」

熊本　禁煙外来 検索

上天草市食生活改善推進員養成講座を開催します

平成 26 年度 受講生募集！

　健康で過ごすためには、毎日の食生活が重要

です。上天草市では、より多くの人に健康な生

活習慣を身につけていただくために、食生活や

運動など、健康づくりの基礎について学ぶ仲間

を募集します。

　ご自身のため、家族のため、地域のために、

楽しく学んでみませんか？

　男性の参加も大歓迎です！皆さまの参加をお

待ちしています。

回 期　日 主な講座内容
１ 平成 26 年６月 12 日（木） 開講式／市民の健康状況について
２ 　　　　 ７月 10 日（木） 健康日本 21・市の健康づくりについて 調理実習
３ 　　　　 ８月 ８日（金） 生活習慣病予防～子ども編～ 調理実習
４ 　　　　 ９月 11 日（木） 生活習慣病予防～大人編～ 調理実習
５ 　　　　 10 月 ９日（木） 食品衛生・食環境について 調理実習
６ 　　　　 11 月 13 日（木） 地域における健康づくり活動・運動体験
７ 平成 27 年１月から２月までのうち１日 各地区活動（ヘルスメイト活動）への参加
８ 　　　　 ３月 12 日（木） 閉講式（修了式）

●目的　健康づくりのための食生活について知識
を身につけ、家庭や地域の健康づくりを推進す

る食生活改善推進員（ヘルスメイト）を養成し

ます。

●対象
①健康づくりのための食生活に興味のある人

②市民で全日程参加できる人

③講座終了後、地域で食生活改善のためのボラン

ティア活動ができる人

●時間　午前９時から午後１時まで（予定）
●参加費　2500 円（テキスト代・調理実習食材費）
●定員　20 人（定員になり次第締切）
●受付期間　５月 16 日（金）から５月 30 日（金）
まで。電話でお申し込みください。

●申込・問合せ先
　健康づくり推進課健康増進係☎ 0969（28）3381

　病気の早期発見・早期治療のためにも必ず年１
回の検診を受けましょう。

●対象者　30 歳以上
●検診料金　500 円
●日程など（土・日曜日を除く）
龍ヶ岳地区 ６月９日～ 10 日（午前）
姫戸地区 ６月10日（午後）～11日（午前）

松島地区
６月 11 日（午後）
６月 17 日～ 19 日

大矢野地区 ６月 20 日～ 27 日

詳しい日程・会場については問診票に同封のチラ

シまたは、回覧のチラシをご覧ください。

結核・肺がん検診（胸部レントゲン検査）のお知らせ

●日程および講座内容

※申し込みをされている人には、事前に問診票を

郵送します。追加でお申し込みをされる場合は、

お問い合わせください。

健康ガイド健康ガイド
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診 療 案 内

市立病院
だより
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今
回
の
全
国
表
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は
国
内
部
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が
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人
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が
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ル
で
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ま
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当
日
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に
表
彰
式
と

月 火 水 木 金

内 科

代謝内科

再来
樋口
坂本
和田

大村
和田
山城

坂本
大村

樋口
和田
山城

坂本
山城

新患

下村

國友

下村

志摩
（10時～）

國友
応援
医師

代謝内科

熊大
（第１・３）

循環器内科 脇田

外　　科
消化器科

福田 城野
福田
蓮尾

城野 蓮尾

整形外科 藤松 上原 藤松
森山

（久米）
藤松

小児科 田原

産婦人科
姫野
桑原

桑原
姫野
桑原

姫野
（桑原）

耳鼻咽喉科 熊大 熊大

眼　科 竹下 竹下

皮膚科 尹

泌尿器科 小川

超音波・内視

鏡センター

蓮尾
城野
國友

福田
蓮尾

城野
和田    

福田
蓮尾

城野
福田
下村

歯科・口腔外科 福田

月 火 水 木 金

夕方外来

（内科）

大村
和田

坂本
山城

教良木診療所 大村 坂本 樋口 応援 國友

●受付は、午前８時 30 分から午前 11 時 30 分

までです。

●眼科の毎週水曜日の診療は休診となります。

●整形外科の木曜日は午後２時から午後５時ま

で診療（予約制）を行います。

●歯科口腔外科は月から金曜日の午後も診療を

行います。

●脳外科は第２・４水曜日の午後２時から診療

（予約制）を行います。

●内科は火・木曜日の午後５時から午後６時ま

で診療（予約制）を行います。

●泌尿器科は毎週火曜日に診療を行います。

●代謝内科は毎週木曜日の午前中と午後３時か

ら午後６時まで診療を行います。

●診療案内は都合により変更となる場合があり

ます。ご了承ください。

☆問合せ先　上天草総合病院
　☎　0969（62）1122（代表）
　FAX 0969（62）1546

　ホームページアドレス

　http://www.cityhosp-kamiamakusa.jp

第 42 回医療功労賞を
受賞しました

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
り
、
午
後
か
ら

皇
居
宮
殿
・
長
和
殿
（
松
風
の
間
）
で

天
皇
皇
后
両
陛
下
に
ご
拝
謁
を
賜
る
、

こ
の
上
な
い
栄
誉
に
授
か
り
ま
し
た
。

そ
の
上
、
拝
謁
後
退
室
さ
れ
る
際
に
両

陛
下
か
ら
直
接
お
言
葉
を
お
か
け
い
た

だ
き
感
激
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
を
機
に
、
私
が
勤
務
す

る
残
さ
れ
た
期
間
、
上
天
草
総
合
病
院

が
今
ま
で
以
上
に
地
域
の
皆
さ
ま
に
愛

さ
れ
る
病
院
に
な
り
、
地
域
住
民
の
健

康
増
進
と
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き

る
よ
う
微
力
な
が
ら
で
き
る
限
り
の
努

力
を
し
て
い
く
思
い
を
新
た
に
し
て
い

ま
す
。 

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
27
年
間
に
お

世
話
に
な
っ
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
改
め

て
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

上天草市立上天草総合病院
事業管理者 　樋 口　定 信

35 期生！夢に向かって羽ばたけ！！

　３月３日のひな祭りの日に第 35 期生 38 人が上天草看護専門学

校を巣立っていきました。こうして無事卒業できたのも、お忙し

い中に講義や実習でご指導いただいた講師・病院職員の皆さま、

そして、実習で受け持たせていただいた患者さま、そっと見守っ

てくださったご家族の皆さまのお陰です。本当にありがとうござ

いました。

　初々しかった１年次の文化祭では、ダンスを披露しみんなを楽

しませてくれました。２年次には、担任の似顔絵をクラスＴシャ

ツにするなどのサプライズがあり、感動のあまり涙することもあ

りました。３年次は８カ月間にわたる領域・統合実習と目まぐる

しい日々を頑張ってきました。挫折しそうになった時もあったと

思いますが、同じ目標をもつ仲間がそばにいて、支え合いながら

乗り越えることができたのではないでしょうか。それぞれ就職、

進学と別々の場所へ進んでいきますが、上天草看護専門学校の卒

業生としての誇りをもちこれから大きく羽ばたいていってくださ

い。

上天草看護専門学校　専任教員　山下利香

教良木診療所からお知らせします

　教良木診療所では木曜日の熊本リハビリテーション病院からの整

形外科医以外は、上天草総合病院からの医師が診療を行っています。

　けがや虫刺されでの診療、介護や健康相談などのほか、禁煙外来

なども行っています。

　当診療所の職員は、今後も地域の皆さまに寄り添い、信頼される

よう目指してまいります。

　春は桜、夏は蛍、秋は彼岸花が綺麗で静かなところです、どうぞ

お立ち寄りください。 

▲上天草看護専門学校卒業式

問合せ先　教良木診療所
☎ 0969（57）0037

▲表彰式の様子

▲市販のポイズンリムーバー

ＱａｎｄＡコーナー

　私たちは都市でも農村でも海や山でも、毒を放出

する生物の危険にさらされています。昆虫、魚や植

物など、これらの毒には、単なるかゆみから強烈な

痛み、腫れ、毒によるアレルギーでショックを起こ

し重態に陥り、人命に関わるものがあります。ポイ

ズンリムーバーという処置具は、 大小４種類の吸引

カップがあり、これを注射器に似た本体（吸引器）

にセットし刺し口に当てて毒液を吸引し体外に除去

します。刺した後、人の体内に針を残す毒虫などに

有効です。教良木診療所では、この用具を工夫し代

用品をつくり、実際に使用したところ、症状が悪化

することなく苦痛を軽減することができました。

Ｑ

Ａ

蚊・蜂など毒虫やへび、毒魚に刺された時は？

ポイズンリムーバーという処置具が有効です

▲教良木診療所
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生
涯
学
習

心
豊
か
な
暮
ら
し
の
ペ
ー
ジ

　

図書の寄贈について

　寺本正和さんほか、５人にご寄贈いただきました。

ありがとうございました。

■図書館おはなし会（30分～１時間）
【中　央】６月 14 日（土）午後２時から
【大矢野】５月 24 日（土）午後２時から
【大矢野】６月 14 日（土）午後２時から
【姫　戸】６月 14 日（土）午前 10 時から
【龍ヶ岳】５月 17 日（土）午後２時から
【龍ヶ岳】６月 21 日（土）午後２時から
【対　象】　幼児～小学校低学年
※日程・場所変更の場合がありますので、各館まで確認

をお願いします。

■赤ちゃんおはなし会（約 20分）
【日　時】６月５日（木）　午前 10 時 30 分～
【場　所】アロマ視聴覚室
■大人の朗読会
【日　時】６月６日（金）午後２時～
【場　所】「天然房もっぱん」大矢野町中 10764-1
【対　象】大人ならどなたでも。参加費無料
※日程・場所変更の場合があります。お尋ねは大矢野森

記念図書館までお願いします。

（ ア ロ マ 視 聴 覚 室 ）

（大矢野森記念図書館２階）

（大矢野森記念図書館２階）

（ 姫 戸図書館）

（龍ヶ岳図書館）

（龍ヶ岳図書館）

【問合せ先】　社会教育課生涯学習係　☎ 0969（28）3361

移動図書館巡回日

●５月…21 日（姫戸）、28 日（龍ヶ岳）

●６月…４日（大矢野）、11 日（松島）

※雨天の場合は翌日に延期します。ご利用をお待ち

しています。詳しい場所・時間や雨天の場合はお問

い合わせください。

図書館ってどんなトコロ？

E-Friends

■日時　５月 22 日（木）および５月 29 日 ( 木 )
　午後 2時 30 分～３時 30 分

■場所　松島庁舎２階小会議室（教育委員会側）
■参加費　１人 100 円（当日徴収）
■対象　市内在住の成人　
■申込方法
イーフレンズオフィスへ前日までに電話もし

くは、メール（info@efriendseigomura.com）にて

E-Friends

■問合せ先　イーフレンズオフィス（社会
教育課内）☎ 0969（28）3361

※お申込みがあった場合のみの開催となり

ます。

図書貸出カードの作成は無料です

▲歌う人権講話の様子

　上天草市英語村「E-Friends」では次のとお

り、大人の皆さまを対象とした「アフタヌー

ンイングリッシュティータイム」を開催しま

す。紅茶を飲みながら、ティム先生と英語で

触れ合う楽しい午後のひとときを過ごしてみ

ませんか？　楽しく親しみやすいものですの

で、英語のレベルを心配することは全くあり

ません。ぜひ、お気軽にご参加ください。

　参加には事前のお申し込みが必要となりま

すので、お早めに。

　図書館のことを、よく知らないという人も多いかと思

います。今回は、図書館の利用について紹介します。

　図書館の資料は、図書貸出カードがあれば借りること

ができます。図書貸出カードは市内４つの図書館のどこ

でも使用できます。本の貸出は「無料」です！

　図書館には、小説や絵本はもちろん、料理のレシピ本

や紙芝居、ＤＶＤなどさまざまな資料があります。ぜひ、

お気軽にご利用ください。

●貸出冊数
図書５冊、雑誌１冊、ＤＶＤ・ビデオ１点まで

●貸出期間
図書２週間、雑誌・ＤＶＤ・ビデオ１週間

●返却場所
市内４つの図書館のどこでも

　県では、毎月第１日曜日を「家庭の日」とし、健

全で明るい家庭づくり運動を進めています。

　この運動の輪を一層広げ、家庭生活を見直すきっ

かけづくりとして、『家族で取り組む「家庭の日」あっ

たか家族コンクール』が実施され、県内の小・中学

校 68 校から絵日記やフォト日記 3705 点の応募があ

りました。１月 29 日に開催された審査委員会で部門

ごとに各賞が決定し、本市からは６組の親子が受賞

しましたので受賞者のお名前と作品名を紹介します。

（学年は現在の学年）

■「絵にっき」小学生低学年部門
入　選　小松野那音さん（上小３年）・小松野裕子さん
　作品名「わが家のたこ焼きパーティー」

努力賞　渡邉大喜さん（上小４年）・渡邉こづえさん
　作品名「水中鍾乳洞でびっくり」

努力賞　坂田崇光さん（登立小３年）・坂田栄美子
　作品名「親子三代で魚つり」

■「絵にっき」小学生高学年部門
佳　作　白濱佑果さん（龍ヶ岳小６年）・白濱久代さん
　作品名「みんなで一緒にゴールしたよ」

佳　作　白濱佑奈さん（龍ヶ岳小６年）・白濱久代さん
　作品名「家族で過ごした思い出」

■「フォトにっき」部門
佳　作　瀬﨑秀太郎さん（阿村小３年）・瀬﨑公介さん
　作品名「みんなでお正月」

「家庭の日」あったか家族コンクール

　姫戸町姫浦の永森直子さんが、このほど「熊本県家庭教

育支援功労者」表彰を受賞しました。

　これは、県教育委員会が平成 25 年４月に制定した「く

まもと家庭教育支援条例」に基づいて、長年にわたって家

庭教育支援に功労があった個人（12人）および団体（３団体）

を表彰したものです。

　永森さんは、市の「学校支援地域本部事業コーディネー

ター」や「姫戸小学校地域教育コーディネーター」として

ご尽力。学校と地域の「つなぎ役」として、学校からの「地

域の人で、児童にミシンの指導をしてくれる人はいないか」

という支援要望に対し、地域の人材を探し出し、内容を説

明し協力をお願いしながら、自らも地域の人材として学習

指導などをしてきました。こう

した取組みが認められ今回の受

賞となりました。

　「表彰されたのは、『子どもた

ちのためなら』と地域の皆さん

が快く協力していただいたおか

げ」と永森さん。また、「地域

の皆さんとのつながりができた

こともありがたい」と笑顔で話

していました。

永森直子さんに「熊本県家庭教育
支援功労者」表彰

■問合せ先　社会教育課生涯学習係
　☎ 0969（28）3361

▲永森直子さん

　図書貸出カード（上）は「市内に在住」

もしくは「市内に通勤・通学」してい

る人なら誰でも作成できます。作成は

無料です。カードを作成するときは住

所確認ができるもの（免許証・保険証

など）をご持参ください。

　なお、旧カード（下）も今までどお

り使用できます。 ▲旧カード

▲図書貸出カード

「アフタヌーンイングリッシュティータイム」に参加しませんか「アフタヌーンイングリッシュティータイム」に参加しませんか

■問合せ先　社会教育課生涯学習係
　☎ 0969（28）3361

【全館共通】
●休館日 ５月 19 日、26 日、31 日
　６月２日、９日、16 日、23 日、30 日

※全館ともに、毎月最後の日は「館内整理日」で
　お休みです。
※月曜日が定期休館日（祝日の場合は翌日）とな
ります。

中央図書館 ☎0969（56）0777【アロマ呼出】
•開館時間　午前10時～午後６時（土・日・祝日：～午後５時）

大矢野森記念図書館 ☎0964（56）3363【図書館直通】
•開館時間　午前10時～午後６時（土・日・祝日：～午後５時）

姫戸図書館 ☎0969（58）2111【姫戸統括支所呼出】
•開館時間　午前10時～午後５時（土・日・祝日：同）

龍ヶ岳図書館 ☎0969（62）0930【図書館直通】
•開館時間　午前10時～午後５時（土・日・祝日：同）

今月の本
ほ ん

テーマはコレっ！

５月のテーマ「2013 年度貸出ランキング
ベストテン」

６月のテーマ「おとうさん・おじいちゃんは
やっぱりすごい！」

報報情

図書館だより

19　  広報上天草 18　  2014. ５月号



　

上
天
草
市
で
進
め
て
い
る
新
図

書
館
整
備
に
係
わ
る
基
本
計
画
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
新
図
書
館

の
具
体
的
な
姿
が
見
え
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
図
書
館
は
旧
４
町

ご
と
に
小
規
模
の
運
営
で
し
た

が
、こ
の
た
び
、市
に
お
け
る
「
知

の
集
積
地
」
と
し
て
新
図
書
館
を

建
設
す
る
計
画
で
い
ま
す
。

　

新
図
書
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
（
概

念
）
は
、『
学
び
、
憩
い
、
交
流

の
未
来
館
』
で
あ
り
、
次
の
こ
と

を
特
色
と
し
て
い
ま
す
。

○
知
り
た
い
こ
と
に
応
え
る
図
書

館
（
豊
富
な
資
料
と
充
実
し
た

ス
タ
ッ
フ
対
応
）

○
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
図
書

館
（
歴
史
、
芸
術
、
文
化
の
情

報
発
信
）

○
邸
宅
の
居
間
の
よ
う
に
く
つ
ろ

げ
る
図
書
館
（
居
心
地
が
よ
く

上
質
な
空
間
）

　

要
す
る
に
、
図
書
館
と
し
て
、

知
り
た
い
こ
と
に
対
す
る
当
然
の

機
能
を
果
た
す
と
と
も
に
、
地
域

の
文
化
・
情
報
を
発
信
し
、
さ
ら

に
、
単
に
本
が
置
い
て
あ
る
図
書

館
か
ら
脱
皮
し
て
、
邸
宅
の
居
間

の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
げ

る
図
書
館
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

蔵
書
数
は
15
万
冊
と
し
、
既
存

の
４
つ
の
図
書
館
の
蔵
書
数
を
加

え
る
と
、
市
全
体
で
20
万
冊
に
及

び
ま
す
。
人
口
１
０
０
人
当
た
り

蔵
書
数
は
県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

約
６
７
０
冊
と
な
り
ま
す
。

　

新
図
書
館
の
建
設
候
補
地
は
、

上
天
草
物
産
館
さ
ん
ぱ
ー
る
（
大

矢
野
町
）周
辺
を
想
定
し
て
お
り
、

海
辺
の
夕
日
が
見
え
る
図
書
館
が

完
成
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

図
書
館
は
、
地
域
に
お
け
る
文

化
、
芸
術
の
拠
点
で
あ
り
、
知
性

の
集
積
地
で
あ
り
ま
す
。
図
書
館

で
得
た
情
報
や
考
え
方
を
実
生
活

で
生
か
す
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
な

社
会
づ
く
り
が
で
き
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

　
「
価
値
創
造
都
市
」
の
実
現
で

も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
さ
ら
に
多
く
の
皆
さ
ま

の
ご
意
見
を
賜
り
な
が
ら
、
数
年

の
う
ち
に
す
ば
ら
し
い
図
書
館
が

で
き
あ
が
る
よ
う
進
め
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

vol.84

上
天
草
市
長

川 

端 

祐 

樹

新
図
書
館
の
整
備
計
画
が
完
成
し
ま
し
た

〜
上
天
草
市
新
図
書
館
整
備
基
本
計
画
策
定
〜
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体
育
館
に
は
ボ
ー
ル
が
弾
む
音

と
「
集
中
！
」「
リ
バ
ウ
ン
ド
に

絡
め
！
」
な
ど
指
導
の
声
が
響
き

ま
す
。「
は
い
！
」
と
答
え
な
が

ら
練
習
に
励
む
の
は
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
員
た
ち
、
部
員
数
は
男

子
13
人
、
女
子
13
人
の
26
人
。
熱

心
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
の
は
同

部
顧
問
の
藤
末
貴
裕
先
生
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
上
天
草
高
校
で
教

鞭
を
と
り
、
指
導
に
当
た
っ
て
い

る
藤
末
先
生
は
、
豊
か
な
経
験
と

指
導
力
の
高
さ
で
練
習
内
容
を
充

実
。
生
徒
た
ち
も
真
剣
に
基
礎
練

習
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
一
瞬
で

攻
防
が
切
り
替
わ
る
ス
ポ
ー
ツ
。

瞬
時
の
判
断
が
得
失
点
に
繋
が
り

ま
す
。
練
習
中
も
気
の
抜
け
な
い

緊
迫
し
た
空
気
が
み
な
ぎ
り
ま

す
。

　
「
上
天
草
高
校
の
生
徒
は
挨
拶

や
練
習
へ
の
態
度
な
ど
教
え
な
く

て
も
で
き
て
い
ま
す
。
後
は
自
分

に
自
信
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

強
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
す
藤
末
先
生
。
生
活
の

中
す
べ
て
に
判
断
が
求
め
ら
れ
る

現
実
に
ふ
れ
「
技
術
と
と
も
に
精

神
も
伝
え
ら
れ
た
ら
」
と
生
徒
一

人
一
人
に
目
を
配
り
ま
す
。

　

平
岡
依
里
紗
さ
ん
（
福
祉
課
３

年
）
は
「
と
に
か
く
声
を
出
し
て

集
中
し
て
頑
張
り
ま
す
」。
ま
た
、

小
林
大
輝
さ
ん
（
普
通
科
３
年
）

は
「
正
直
、
負
け
る
こ
と
が
当
た

り
前
に
な
っ
て
い
た
。
勝
ち
ぐ
せ

を
つ
け
て
高
校
総
体
を
目
指
し
ま

す
」
と
、
キ
ャ
プ
テ
ン
２
人
が
爽

や
か
な
汗
を
う
か
べ
笑
顔
で
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
　

強
く
な
り
ま
す
！
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

▲ボールを追うバスケットボール部員

上天草高校生!上上天天天草草高
がんばる

　

松
島
中
学
校
校
歌

一　

千
厳
の
森　

穏
や
か
に

　
　

緑
に
映
ゆ
る　

松
島
よ

　
　

豊
か
に
め
ぐ
る　

黒
潮
は

　
　

流
れ
た
お
や
か　

水
清
く

　
　

我
ら
今　

希
望
に
燃
え
て

　
　

輝
け
伸
び
ゆ
く　

松
島
中
学
校

二　

激
し
く
落
ち
る　

滝
水
は

　
　

恵
み
豊
か
に　

老
岳
の

　
　

こ
こ
山
あ
い
に　

育
み
し

　
　

熱
き
血
潮
の　

漲
り
て

　
　

我
ら
今　

夢
ふ
く
ら
ま
せ

　
　

輝
け
優
し
く　

松
島
中
学
校

三　

行
き
か
う
船
も　

不
知
火
の

　
　

眺
め
麗
し　

高
舞
登
に

　
　

望
み
果
て
な
く　

悠
久
の

　
　

歴
史
を
刻
む　

学
び
舎
に

　
　

我
ら
今　

理
想
を
求
め

　
　

輝
け
凛
々
し
く　

松
島
中
学
校

　

教
良
木
中
学
校
と
今
津
中
学
校

の
２
校
が
統
合
し
松
島
中
学
校
が

誕
生
。
４
月
９
日
、
新
入
学
生
47

人
を
迎
え
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

新
入
生
は
、
保
護
者
や
在
校
生

が
見
守
る
中
、
緊
張
し
た
表
情
で

入
場
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、竹
田
畩
則
校
長
が「
優

し
い
心
を
持
っ
た
生
徒
、
新
し
い

校
風
を
創
る
生
徒
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
互
い
に

認
め
合
い
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
式
辞

を
述
べ
、
舩
﨑
隆
史
郎
さ
ん
が
在

校
生
の
代
表
と
し
て
歓
迎
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
入
生
を
代
表
し
て
前
田
晏
李

さ
ん
が
新
し
い
教
科
書
を
受
け
取

り
、
福
田
直
矢
さ
ん
は
「
僕
た
ち

は
、
こ
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。
学
校
生
活
で
は
楽

し
い
こ
と
、
つ
ら
い
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
47
人
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
で
す
。」
と
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　

今
津
中
学
校
と
教
良
木
中
と
の

統
合
に
よ
り
、
新
生
松
島
中
学
校

は
生
徒
数
１
４
９
人
と
な
り
、
新

た
な
伝
統
を
築
き
、
歴
史
を
刻
ん

で
い
き
ま
す
。

▲新入生誓いの言葉 ▲在校生歓迎の言葉▲校長式辞

新生「松島中学校」入学式

▲新しい校章ができました
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学
校
の
歩
み

昭
和
22
年
　
教
良
木
河
内
村
立
教
良
木

　
　
　
　
　

中
学
校
と
し
て
発
足

24
年
　
校
舎
移
転
落
成

31
年
　
松
島
町
立
教
良
木
中
学
校

　
　
　

と
改
称

40
年
　
校
歌
制
定

43
年
　
体
育
館
落
成

61
年　

新
校
舎
落
成

平
成
16
年　

上
天
草
市
立
教
良
木
中
学

　
　
　
　
　

校
と
改
称

　
　
学
校
の
歩
み

教
良
木
中
学
校
校
歌

一　

光
満
ち
く
る
朝
明
け
に

　
　

眉
を
あ
ぐ
れ
ば
老
岳
の

　
　

頂
き
染
む
る
あ
か
ね
雲

　
　

教
良
木
中
の
若
人
を

　
　

招
く
理
想
の
星
を
見
よ

二　

岩
に
高
鳴
る
滝
水
の

　
　

た
ぎ
ち
流
る
る
倉
江
川

　
　

生
き
抜
く
力
た
く
ま
し
く

　
　

教
良
木
中
の
若
人
を

　
　

呼
べ
る
大
地
の
声
を
聞
け

三　

椿
燃
え
立
つ
丘
の
上

　
　

つ
わ
の
輝
く
崖
の
下

　
　

生
命
の
賛
歌
朗
ら
か
に

　
　

教
良
木
中
の
若
人
は

　
　

今
日
も
学
徒
の
道
を
ゆ
く　
　

▲生徒代表　松本怜央さん ▲記念碑除幕　刻まれた文字は「誇」▲校旗返納

　

教
良
木
中
は
、
昭
和
22
年
に

生
徒
数
１
６
５
人
の
４
学
級
で

開
校
し
て
以
来
、
最
大
児
童
数

は
一
時
２
５
０
人
近
く
を
数
え

ま
し
た
。

▲糀本佐戸之校長

校
訓

　
自
主

　
創
造

　
剛
健

　

49
年
度
以
降
は
各
学
年
１
学
級

と
な
り
、、
市
の
「
学
校
規
模
適

正
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
今
津
中

と
統
合
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

２
月
23
日
、保
護
者
や
卒
業
生
、

職
員
Ｏ
Ｂ
お
よ
び
地
域
の
皆
さ
ん

な
ど
が
出
席
し
て
の
閉
校
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
川
端
市
長
が
「
こ
れ

か
ら
今
津
中
の
子
ど
も
た
ち
と
と

も
に
切
磋
琢
磨
し
、
大
き
く
成
長

し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

新
し
い
中
学
校
で
活
躍
す
る
姿
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。」
と
式

辞
を
述
べ
、
糀
本
校
長
が
「
教
良

木
中
の
誇
り
を
新
生
松
島
中
に
引

き
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

生
徒
を
代
表
し
て
松
本
怜
央
さ

ん
が
「
私
た
ち
が
美
し
く
自
然
豊

か
な
文
教
の
里
、
教
良
木
で
学
び

過
ご
し
た
こ
と
は
忘
れ
ま
せ
ん
」

と
述
べ
、
最
後
の
卒
業
生
が
学
び

や
と
の
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

続
い
て
閉
校
記
念
事
業
（
永
野

俊
実
行
委
員
長
）
が
行
わ
れ
、
学

校
の
歴
史
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
な
ど
が

あ
り
、最
後
に
出
席
者
全
員
で「
ふ

る
さ
と
」
を
合
唱
。
半
世
紀
以
上

に
わ
た
る
歴
史
の
幕
を
閉
じ
、
新

生
松
島
中
に
、
伝
統
の
バ
ト
ン
を

渡
し
ま
し
た
。

　
　
学
校
の
歩
み

昭
和
22
年
　
今
津
村
立
今
津
中
学
校

　
　
　
　
　

と
し
て
発
足

29
年
　
新
校
舎
落
成

31
年
　
松
島
町
立
今
津
中
学
校

　
　
　

と
改
称

38
年
　
校
歌
制
定

43
年
　
体
育
館
落
成

54
年　

体
育
館
完
成
・
運
動
場
拡

　
　
　

張

平
成
16
年　

上
天
草
市
立
今
津
中
学

　
　
　
　
　

校
と
改
称

　
　
学
校
の
歩
み

今
津
中
学
校
校
歌

一　

松
島
は　

夢
の
揺
か
ご

　
　

黒
潮
は　

生
命
の
流
れ

　
　

遙
か
な
る　

歴
史
の
か
げ
に

　
　

産
土
の　

幸
を
ひ
ら
き
し

　
　

千
巌
の　

山
鎮
も
り
て

　
　

学
舎
は　

緑
に
映
ゆ
る

　
　

今
津　

今
津　

今
津
中
学

二　

虹
駆
け
る　

夢
の
五
橋

　
　

行
く
船
の　

憧
れ
遠
く

　
　

若
人
の　

集
い
て
こ
こ
に

　
　

究
め
ゆ
く　

知
恵
の
花
園

　
　

一
筋
の　

使
命
に
た
ち
て

　
　

そ
び
ゆ
る
は　

我
等
が
母
校

　
　

今
津　

今
津　

今
津
中
学

▲生徒代表　永野摩紘さん▲校歌斉唱 ▲校旗返納

　

今
津
中
は
、
昭
和
22
年
に

３
０
３
人
、
６
学
級
で
開
校
し

て
以
来
、
昭
和
37
年
に
は
生
徒

数
５
４
４
人
を
数
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
40
年
代
か
ら▲竹田畩則校長

校
訓

　
自
主

　
責
任

　
礼
儀

は
生
徒
数
が
減
少
、
教
良
木
中
と

の
統
合
を
迎
え
ま
す
。
今
津
中
の

校
舎
は
松
島
中
と
し
て
校
歌
・
校

章
も
新
し
く
、
新
た
な
歩
み
を
始

め
ま
す
。

　

閉
校
式
で
は
川
端
市
長
が
「
皆

さ
ま
が
築
き
上
げ
た
歴
史
と
伝
統

は
、
次
代
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い

く
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
心
に
永

遠
に
生
き
続
け
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

竹
田
校
長
が
「
新
設
す
る
松
島

中
は
、
今
津
中
と
教
良
木
中
両
校

の
良
き
伝
統
を
踏
襲
し
、
地
域
の

学
校
と
し
て
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
を
進
め
、
新
た
な
歴
史
と
伝
統

を
築
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
」
と
挨
拶
す
る
と
、
生
徒
を

代
表
し
て
永
野
摩
紘
さ
ん
が
「
僕

た
ち
は
諸
先
輩
の
皆
さ
ま
と
共

に
、
こ
の
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を

誇
り
に
思
い
、
未
来
の
社
会
に
役

立
つ
大
人
へ
と
成
長
で
き
る
よ

う
、
松
島
中
で
も
精
一
杯
、
努
力

す
る
こ
と
を
心
に
誓
い
ま
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

閉
校
記
念
事
業
（
吉
澤
泰
彦
委

員
長
）
で
は
、
市
出
身
の
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ

さ
ん
が
エ
ー
ル
を
込
め
て
歌
を
披

露
。
こ
の
日
、
最
後
の
卒
業
生
39

人
を
含
め
６
７
３
９
人
も
の
卒
業

生
を
輩
出
し
た
今
津
中
が
閉
校
の

時
を
迎
え
ま
し
た
。

▲MICA さん

今津中学校 閉校式 教良木中学校 閉校式
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お買い物にはマイバッグを！
　市では、平成 22 年４月から「レジ袋は、いらんばい！」を合言葉に、地球

温暖化の防止と循環型社会の構築を目指し、私たちが身近にできることとして

「レジ袋の削減」に取り組んでいます。

　平成 26 年３月 31 日現在で、本趣旨に賛同し、積極的に取組みに参加いただ

いている“環境にやさしい”事業者（店舗）および団体は、以下のとおりです。

　明日の世代によりよい環境を残すため、今後ともレジ袋削減の取組みに皆さ

まのご理解とご協力をよろしくお願いします。

　レジ袋の無料配布をやめ、必要な人には有料（３円以

上）で提供することにより、レジ袋辞退率の向上を目指

します。

【大矢野町】　○あまくさ農業協同組合 A コープ大矢野店

（上地区）○協同組合大矢野ショッピングプラザ キャモ

ン ＜食品部門＞（中地区）○パライゾ上天草株式会社 

上天草物産館さんぱーる（中地区）○あこう樹（湯島地区）

【松島町】○（株）ゆめマート松島店 ＜食品部門＞（合

津地区）○ファミリーショップうえの（阿村地区）○

US．MART 松島店（今泉地区）

【姫戸町】○（資）山口商店（姫浦地区）

【龍ヶ岳町】○江郷支店（樋島地区）

　レジ袋が必要であるかどうかの確認やマイバッグのポ

イント制などに取り組んで、レジ袋辞退率の向上を目指

します。（地区別）

【大矢野町】
□登立地区　○藍の村観光（株）藍のあまくさ村○竹繁

屋○有限会社華紋○森商店○直江商店○岩谷商店○肉の

スギモト○木山調剤薬局登立店（株）木山薬局○田畑駅

○片山薬店○池田金物店○酒ジパング直江本郷店○有限

会社山下茶腕屋○田島屋○有限会社めるへんなおえ

□上地区　○ウイング○有限会社嶽本薬局　はまゆう薬

局○大野菓舗○ fairy（フェアリー）○（有）ニシカワ

○くすりのコバヤシ○上天草市交流センター スパ・タ

ラソ天草　スパ・タラソ天草管理運営共同企業体○天草

釣具○ PRO SHOP ウエダ○植田酒店○中田商店○ホー

ムプラザナフコ大矢野店○渡辺商店

□中地区　○ Y ショップうらかみ○創作菓子工房アロ

ーム○リカー and フーズ　アラキ○オンリーユー○倉橋

商店○中本商店○天然房もっぱん○宮本酒店○（株）メ

ディカルインテリジェンス　くらしの薬局（中店）○肉

のタカシマ○中井サイクル○（有）タナカ

□維和地区　○元梅商店

【松島町】
□阿村地区　○松枝商店○岡部商店○メディカルインテ

リジェンス　くらしの薬局（阿村店）○森口衣料店

□合津地区　○山川精肉店○ Y ショップ村本酒店○髙

田商店○松島釣具センター○フローリストモリ○合資会

社西本商店○山下商店○水野商店○池田金物店

□今泉地区　○福田酒店○田中薬店○西本商店

□内野河内地区　○渡辺酒店

□教良木地区　○中山薬店○赤松酒店○朝日屋

【姫戸町】
□姫浦地区　○山下商店○浦本ストアー○清水商店○鹿

釜精肉店○宮内商店○鹿釜鮮魚店○加藤商店○（株）メ

ディカルインテリジェンス くらしの薬局（姫戸店）○

小川商店○ラフィーヌこが○方光屋○若松クリーニング

□二間戸地区　○村上商店○ハタナカスポーツ○陳内鮮

魚店○写真のクワハラ○志水商店○松本商店○カネボウ 

リサージ取扱店　鈴堂

【龍ヶ岳町】
□大道地区　○（有）おにつか○ JA あまくさ龍ヶ岳統

括支所 A コープ龍ヶ岳大道店○田北商店○岩本商店○

尾上商店

□高戸地区　○ユアーズ（有）尾上商会○ JA あまくさ

龍ヶ岳統括支所 A コープ龍ヶ岳高戸店○村上商店（酒

店）○バラエティーショップおくだ○出口商店○北垣商

店○川本商店○保険調剤カミシマ薬局○中商店○龍ヶ岳

調剤薬局○上天草総合病院（売店）亜斗夢○溝脇商店○

Y ショップ Ryu-Sei

□樋島地区　○水谷鮮魚店○ Y ショップ西村○カネボ

ウ化粧品○中道鮮魚○長船乾物店○山本商店○江郷商店

（電器店）○ミートショップ東川○浜本鮮魚○中川商店

○島﨑商店○桑原商店

　取組みに参加する事業者（店舗）を支援し、市民の皆

さまへのマイバッグ持参の呼びかけを行います。

○上天草市地域婦人連絡協議会

○特定非営利活動法人シートラスト（大矢野町上）

　市では、取組みに参加いただく環境にやさしい事
業者・団体を随時募集しています。
　皆さまのご協力をよろしくお願いします。
　詳しくは、市ホームページをご覧になるか環境衛
生課までお尋ねください。

基本の取組み

有料化以外の取組み

【問合せ先】　環境衛生課環境係　☎ 0964（26）5541

参加団体

上天草市指定ごみ袋および

粗大ごみシールの取扱店などについて
　平成 26 年４月 15 日現在における、上天草市指定ごみ袋および粗大ごみシール券を購入できる取扱店などは

以下のとおりです。（順不同）

　また、市では、随時取扱店の申請を受け付けております。取扱店の指定を受けるには、「上天草市指定ごみ袋

等取扱要綱」に定められた条件を満たす必要がありますので、詳しくは、環境衛生課までお問い合わせください。

　なお、５月１日以降は市ホームページにて公表します。

【大矢野町】
□登立地区　○酒ジパング直江本郷店○田島屋○田畑駅

○ヤマザキデイリーストアー天草大矢野店○有限会社 

めるへんなおえ○有限会社 山下茶腕屋○デイリーヤマ

ザキ 天草一号橋店○白濤区区長宅○東満区区長宅○尾

上区区長宅○積米区区長宅○山下区区長宅○尾越崎区区

長宅○四郎丸区区長宅○新田区区長宅○岩谷区区長宅

□上地区　○あまくさ農業協同組合 A コープ大矢野店

○ディスカウントドラッグコスモス大矢野店○植田酒店

○ＴＡＩＹＯ上天草店○エブリワン大矢野店○ホームプ

ラザナフコ大矢野店○中田商店○渡辺商店○上新田区区

長宅○豊後谷区区長宅○中の丸区区長宅○馬場区区長宅

○賎の女区区長宅○串区区長宅○大手原区区長宅○七ツ

割区区長宅○鳩ノ釜区区長宅○野釜前区区長宅○野釜南

区区長宅○谷区区長宅

□中地区　○セブンイレブン上天草大矢野中店○ Y シ

ョップうらかみ○ショッピングプラザキャモン店○肉の

タカシマ○中井サイクル○有限会社 タナカ○ローソン

天草大矢野町店○コメリ ハード＆グリーン大矢野店○

パライゾ上天草株式会社○有限会社サンエイファミリー

マート大矢野宮津店○貝場区区長宅○前平区区長宅○亀

の迫区区長宅○柳西区区長宅○瀬高区区長宅○江後区区

長宅○村寺尾区区長宅

□維和地区　○元梅商店○維和 1 区区長宅○維和 2 区

区長宅○維和 3 区区長宅○維和 4 区区長宅○維和 6 区

区長宅○維和 7 区区長宅○維和 8 区区長宅○維和 9 区

区長宅○維和 10 区区長宅○維和 11 区区長宅○維和 12

区区長宅○維和 13 区区長宅

□湯島地区　○あこう樹○湯島２区区長宅○湯島３区区

長宅○湯島４区区長宅

【松島町】
□阿村地区　○ファミリーショップうえの○松枝商店○

森口衣料品店○吉田屋商店○岡部商店

□合津地区　○ディスカウントドラッグコスモス松島店

○池田金物店○ Y ショップ村本酒店○髙田商店○山下

商店○水野商店○ファミリーマート松島町店○コメリハ

ードアンドグリーン天草松島店○ゆめマート松島店○ロ

ーソン上天草松島店○ファミリーマート松島合津店○山

川精肉店

□今泉地区　○西本商店○ US.MART 松島店○田中薬店

□内野河内地区　○渡辺酒店

□教良木地区　○中山商店○赤松商店○朝日屋

【姫戸町】　
□姫浦地区　○合資会社山口商店（サラダ館姫戸店）○

方光屋○加藤商店○浦本ストアー○宮内商店○清水商店

○成川内区区長宅○下元釜区区長宅○中元釜区区長宅○

上元釜区区長宅○釜迫区区長宅○神区区長宅○浦区区長

宅○南塩谷区区長宅

□二間戸地区　○志水商店○村上商店○ハタナカスポー

ツ○ Y ショップうらもと○カネボウリサージ取扱店鈴堂

【龍ヶ岳町】
□大道地区　○田北商店○ A コープ龍ヶ岳大道店○岩

本商店○有限会社おにつか○尾上商店

□高戸地区　○長塚建材店○溝脇商店○中商店○旧村上

商店○江口商店○ Y ショップ Ryu-Sei ○奥田商店○川本商

店○ A コープ龍ヶ岳高戸店

□樋島地区　○ Y ショップ西村○山本商店○江郷支店

○島﨑商店○ミートショップ東川○浜本鮮魚○森本商店

○中川商店○桑原商店

【問合せ先】　環境衛生課衛生係　☎ 0964（26）5524

６月は環境月間です
　「環境月間」では、環境についての関心と理解を

深めるとともに、環境に配慮した行動の実践を促

進するため、全国や県内各地域においてさまざま

な啓発イベントや清掃活動などが行われます。

　上天草市でも、「環境月間」における取組みの一

つとして、「熊本県環境美化行動の日」である６月

の第一日曜日 ( 本年は６月１日 ) に「一斉清掃」を

実施します。市民の皆さまのご協力をよろしくお願い

します。

　「人と海がふれあう環境にやさしいまち上天草市」

を目指し、一人ひとりが環境について考え、身近な生

活環境の保全や環境美化活動に努めましょう。

○問合せ先　環境衛生課環境係　

　　　　　　☎ 0964（26）5541

参加事業者（店舗）・団体を募集中
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血管の老化がわかる！

特定健診・後期高齢者医療健診を行います
～ 40・45・50・55 歳になる人は、無料で受診ができるチャンス！～
○特定健診・後期高齢者医療健診を実施します。この健診は、重大な病気を引き起こす原因となるメタボリ

ックシンドローム（内臓脂肪症候群）を早い段階で発見し、生活習慣病を未然に防ぐためのものです。

○やせている人、自覚症状の無い人、定期的に通院されている人も、毎年受診して体の変化をチェックしま

しょう。血管もあなたと一緒に年を重ねていき、気づかないうちに生活習慣病は進行します。

○健診を受けると、健診結果の見方、健康づくりのアドバイスなどが受けられます。

○結果に応じて、保健師・栄養士から生活習慣病改善の指導（特定保健指導）を受けられます。

特定健診 後期高齢者医療健診

対象者
○ 40 ～ 74 歳の国保加入者

（昭和15年４月１日～昭和50年３月 31日生）

○ 75 歳以上（昭和 15 年３月 31 日以前に生ま

れた人）および 65 ～ 74 歳の後期高齢者医療

加入者

健診期間 ６月２日（月）～平成 27 年３月 31 日（火）

健診料金
○ 40 歳～ 74 歳：1000 円

○ 40・45・50・55 歳：無料（無料通知書を

持参すること）

○ 800 円

健診内容 血液検査・尿検査・医師の診察・身長体重・腹囲・血圧測定・心電図など

持参品 保険証・健診料金・無料対象者の人は無料通知書（5月中に郵送します）

健診機関 住所 電話番号
　しまだ小児科 　上天草市大矢野町登立 191 ☎ 0964（56）0005
　竹島医院 　上天草市大矢野町登立 1426 － 4 ☎ 0964（56）0159
　毛利医院 　上天草市大矢野町登立 9145 － 4 ☎ 0964（56）2111
　中村医院（上） 　上天草市大矢野町上 391 － 1 ☎ 0964（56）0003
　宮崎外科胃腸科医院 　上天草市大矢野町上 1519 ☎ 0964（56）0600
　佐々木整形外科 　上天草市大矢野町中 1314 － 1 ☎ 0964（56）5550
　吉田クリニック 　上天草市大矢野町中 8308 － 1 ☎ 0964（57）0246
　湯島診療所 　上天草市大矢野町湯島 655 ☎ 0964（56）4161
　春田医院 　上天草市松島町阿村 808 － 6 ☎ 0969（56）0052
　やまうち医院 　上天草市松島町阿村 5072 － 12 ☎ 0969（56）0899
　姫戸医院 　上天草市姫戸町姫浦 2544 － 6 ☎ 0969（58）3583
　村上医院 　上天草市姫戸町姫浦 2528 － 6 ☎ 0969（58）3102
　竹中医院 　上天草市姫戸町二間戸 2279 － 2 ☎ 0969（58）2148
　上天草総合病院 　上天草市龍ヶ岳町高戸 1419 － 19 ☎ 0969（62）1122
　済生会みすみ病院 　宇城市三角町波多 775 － 1 ☎ 0964（53）1611

○希望の医療機関で受診できます。健診を受ける前に、健診機関に連絡をしてください。
○ 1年に 1回に限り、「個別健診」または「集団健診（地区巡回健診）」のどちらかで受診することができます。

○集団健診は、７月から９月までを予定しています。３月に申し込まれた人には、健診実施の約２～３週

間前に、健診案内と問診票などをお送りします。

【問合せ先】保健課国民健康保険係　☎ 0969（28）3354

□個別健診の健診機関

　皆さまは、農地の法律をご存知ですか？

　農地の所有権を移転する場合および転用（住宅・駐

車場・墓地・記念碑など）には、許可を受けることが

法律で決まっています。

【農地の無断転用は法律違反です】
　自己所有農地を転用する場合、農地を転用するため

所有権、賃借権などの権利を設定、または、移転する

場合には農業委員会の許可を受けなければなりません。

　転用許可を受けないで農地を転用した場合には農地

法違反となり、農業委員会は無断転用者に対し工事な

どの中止、または原状回復その他違反行為の更正のた

め必要な措置を命じ罰則を適用することができます。

　なお、無断転用者が農業委員会の原状回復、その他

違反を更正するための措置命令に従わなかったときは、

農業委員会が行政執行法に基づいて違反者に代わって

原状回復その他の措置を行い、これに要した費用は無

断転用者から徴収することができるほか、罰則が適用

されます。

【農地転用したあとは速やかに工事着手を】
　最近、農地の転用許可が出てもすぐに工事にとりか

からずそのまま放置してある土地が目立ちます。

　農地法の規制による農地転用の許可を受けたあとは、

事業計画に基づき速やかに工事に着手し、工事が完了

したときは、遅滞なくその旨（完了報告書）を農業委

員会に提出してください。

農業委員会からのお知らせ

【農地の形状変更なども届出が必要】
　近年、耕作者の高齢化や農地の湿田化および不耕作に

伴い、客土や埋立てなどが行われていますが、このよう

な形状・用途変更や農地に農業用倉庫を建てる場合も届

出が必要となります。

【転用などの許可申請の受付期間は 20日まで】
　農地法に基づく各種許可申請書（売買、転用など）や

農業経営基盤強化促進基本構想に基づく農地利用集積計

画書の締切は毎月20日（休庁日の場合は前日）までです。

【農業委員会総会の日程】
　農業委員会総会は毎月 10 日（休

庁日の場合は前日）となっています。

　また、総会は公開しており、内容

は市ホームページで閲覧できます。

【標準的な処理期間】
○３条（売買、贈与等）…申請書を受付けて、農業委員

会総会で審議し承認後（毎月 11 日以降）、許可証を

交付します。

○４条・５条（農地転用）…申請書を受付けて、農業委

員会総会で審議し熊本県農業会議への諮問後（毎月

21 日以降）、許可証を交付します。

【問合せ先】　農業委員会事務局　☎ 0964（26）5530

職名 氏名 担当地区 職名 氏名 担当地区
会　　長 西岡　光雄 大矢野町維和 委　　員 岩﨑　庵 松島町阿村

会長職務代理者 蓮田　治住 姫戸町姫浦 委　　員 松岡　健二郎 松島町合津

委　　員 松岡　辰弥 大矢野町登立 委　　員 西本　清美 松島町合津

委　　員 山口　勝喜 大矢野町登立 委　　員 源　義通 松島町今泉

委　　員 水野　美奈子 大矢野町登立 委　　員 岡部　公威 松島町内野河内

委　　員 藤島　邦夫 大矢野町上 委　　員 松本　光義 松島町教良木

委　　員 木下　好生 大矢野町上 委　　員 藤川　斎 姫戸町二間戸

委　　員 小松野　勝 大矢野町上 委　　員 森　和敏 龍ヶ岳町大道

委　　員 山田　了一 大矢野町中 委　　員 山﨑　辰雄 龍ヶ岳町高戸

委　　員 岩﨑　國重 大矢野町中 委　　員 桑原　勝博 龍ヶ岳町樋島

委　　員 元梅　信助 大矢野町維和

～新農業委員 21 人が決定～

～知っていますか？農地の法律～

　新農業委員 21 人が決まりました。任期は平成 26 年３月 31 日から平成 29 年３月 30 日までです。
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　議員および市長において、本人、配偶者および２親等以内の親族が役員をしている企業または資本金

等の３分の１以上を出資している企業がある場合は、上天草市政治倫理条例第６条第１項の規定により

関係企業等報告書を、また、その関係企業などが自ら市工事などの契約を辞退するときは、同条例第５

条第２項の規定により辞退届を提出しなければなりません。

　これら関係企業等報告書および辞退届の提出があったときは、同条例第５条第３項および第６条第２

項の規定により、市広報紙で公表することとなっておりますので、次のとおり公表します。

氏　名 関係企業名 役職名 議員との関係 辞退届の提出

小西　涼司 有限会社松島産業 代表取締役 本人 有

【問合せ先】　総務課総括係　☎ 0964（26）5526　

建 設 課 か ら の お 知 ら せ建 設 課 か ら の お 知 ら せ

◆市道沿いを工事される場合や、占用される場合は、事前に境界確認、施工承認など
の手続きが必要です。（法定外公共物「里道・水路」も同じ申請が必要です。）

○敷地の埋立て

　【ご注意ください】農地の場合は、農業委員会への手続きが必要です。
○進入路の設置
○水道管、配水管などの埋設
○家庭排水などの道路側溝への接続　　
○道路に工作物、物件、施設などを設ける場合

田・畑 道路

境界

埋立

田・畑 道路

境界

埋立後

◆日常の管理について
　住宅の植木などの道路へのはみだしは、通行の支障

となりますので所有者で伐採をお願いします。家の周

りの道路側溝の清掃もできるだけお願いします。

境界
道路

伐採

◆道路への駐車について

　市道敷への駐車はご遠慮ください。通行の支障となり

子どもの飛び出しなど、事故の確率が増加します。

◆大雨や台風などにより災害が発生した場合について

★市道が被災した場合
①道路部分の路肩の損傷は災害復旧工事の対象になります。

②崖上の個人の土地から崩れた土砂や倒木は、災害復旧工事はできません。道路部分の土砂や倒木の処理は、

交通に支障がない程度は行います。

★家の裏の土砂崩れや倒木の場合
①家屋（住宅）に被害がある場合（見舞金がでる場合があります。）

②家屋に被害がない場合（基本的に見舞金はありません。）

※②の場合、排土作業は、所有者（入居者）で行ってもらうことになります。（排土作業の費用の補助はあり

ません。）

※見舞金に関する問合せ先　都市整備課都市計画・住宅係☎ 0969（28）3366
【問合せ先】　建設課管理係　　☎ 0969（28）3350
　　　　　　　　　工務２係　☎ 0969（28）3372

◆道路護岸および橋からの釣りについて
　護岸および橋からの魚釣りは、ご遠慮ください。

　通行の妨げになったり事故などの原因になります。

【市議会議員】

道路上に張り出している樹木・竹林伐採のお願い道路上に張り出している樹木・竹林伐採のお願い
　道路や歩道への枝の張り出しや倒木により、歩
行者や自動車などの通行に支障となる場合があり

ます。歩行者および自動車などの通行や、強風や

大雨時の安全確保のため、樹木の管理にご協力を

お願いいたします。

　また、緊急の場合は、道路管理者が、道路通行

民法第 717 条　土地の工作物の占用者及び所有者の責任
１．土地の工作物の設置又は保存に瑕疵があることによって他人に損害を生じたときは、その工作物の

占有者は、被害者に対してその損害を賠償する責任を負う。ただし、占有者が損害の発生を防止する

のに必要な注意をしたときは、所有者がその損害を賠償しなければならない。

２．前項の規定は、竹木の栽植又は支持に瑕疵がある場合について準用する。

３．前二項の場合において、損害の原因について他にその責任を負う者があるときは、占有者又は所有

者は、その者に対して求償権を行使することができる。

　道路を安全に通行するため、一定の幅、一定の高さの範囲
内に通行の障害となるものを設けてはならない区域として建

築限界が定められておりますので、建築限界にはみ出した（図

上の通行障害部の）樹木などの伐採にご協力お願いします。

【支障となる例】
○道路・歩道へ樹木・竹林などが張り出している。

○枯れ木・竹、折れ木・竹などにより通行障害がある。（また

は、その恐れがある） 

○竹林の繁茂による通行障害がある。（または、その恐れがある） 

○雑草が道路上に伸び通行障害がある。見通しが悪い。 

【問合せ先】　県天草地域振興局維持管理課　☎ 0969（22）4672

の支障となる竹木や枝などを予告なく伐採・撤去

することがありますので、ご理解願います。

　なお、樹木の倒木などが原因で歩行者や自動車

などに損害が発生した場合、被害者から、樹木所

有者の管理責任を問われることがあります。

市政治倫理条例に基づく関係企業等を公表します市政治倫理条例に基づく関係企業等を公表します



２つの給付金についてお知らせします

○市役所や厚生労働省などが ATM（銀行・コンビニなどの現

金自動支払機）の操作をお願いすることは絶対にありませ

ん。

○ ATMを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもら

うことは絶対にできません。

○市役所や厚生労働省などが、「臨時福祉給付金」や「子育

て世帯臨時特例給付金」を支給するために、手数料などの

振込を求めることは絶対にありません。

※不審な電話や郵便が届いたら、市福祉課および上天草警察

署☎ 0964（56）0100 にご連絡ください。

振り込め詐欺や個人情報の詐取にご注意ください

「 臨 時 福 祉 給 付 金 」
「子育て世帯臨時特例給付金」
「 臨 時 福 祉 給 付 金 」
「子育て世帯臨時特例給付金」

臨時福祉給付金

子育て世帯臨時特例給付金

　４月から消費税率が８％へ引き上がられることに伴い、低所得の住民に与える負担の影響を考慮し、

暫定的・臨時的に「臨時福祉給付金」を支給します。

　４月から消費税率が８％へ引き上がられることに伴い、子育て世帯への影響を緩和するとともに、消

費の下支えを図る観点から、臨時的に「子育て世帯臨時特例給付金」を支給します。

【支給対象者】
　基準日（平成 26 年１月１日）において、次のどち

らの要件も満たす人が対象です。

①平成 26 年１月分の児童手当（特例給付を含む。）の

受給者

②平成 25 年の所得が児童手当の所得制限額に満たな

い人

【対象児童】
　支給対象者の平成 26 年１月分の児童手当（特例給

付含む。）の対象となる児童

　ただし、臨時福祉給付金の対象者となる児童および

生活保護制度内で対応される被保護者などである児童

は対象外です。

【支給額】
対象児童１人につき１万円

【申請手続き】
　平成 26 年１月分の児童手当（特例給付を含む）を

上天草市から受給されており、上記支給対象となり得

る人に対し、市から申請書を送付する予定です。送付

時期は６月末から７月を予定しています。

【問合せ先】　
福祉課子育て支援係　☎ 0969（28）3351

【支給対象者】
　基準日（平成 26 年１月１日）において、次のどち

らの要件も満たす人が対象です。

①上天草市の住民基本台帳に記録されている人

②市町村民税が課税されていない人（市町村民税を課

税されている人の扶養に入っている人は対象外）

　ただし、生活保護制度内で対応される被保護者など

である人は対象外です。

【支給額】
　支給対象者 1人につき１万円。老齢基礎年金などの

受給者については１人につき 5000 円が加算されます。

【申請手続き】
　支給対象となり得る人に対して市から申請書を送付

する予定です。送付時期は６月末から７月を予定して

います。

【問合せ先】
　福祉課生活支援係　☎ 0969（28）3374

ご注意！

○受け取ることができるのは「臨時福祉給付金」か「子育て世帯臨

時特例給付金」のどちらか１つの給付金です。

○原則として、申請期間外の申請や平成 26 年１月１日時点で上天

草市に住民票が無い人の申請は受け付けられませんのでご注意く

ださい。

○申請期間などは、各市区町村により異なります。平成 26 年１月

１日時点で住民票のある市区町村から支給されますので、上天草

市以外が申請先となる人は、事前にその市区町村に問い合わせる

か、ホームページなどで確認するようにしてください。

○制度に関する問合せ先　厚生労働省　☎ 0570（037）192
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問合せ先

□上天草市消費生活セン
ター
　市役所大矢野庁舎１階
　☎ 0964（56）0783
□上天草市ふるさとハ
ローワーク
　市役所大矢野庁舎１階
　☎ 0964（57）4510
□上天草市農林水産物加
工品開発研究センター
　〒 869-3603
　上天草市大矢野町中
　11582-24　
　☎ 0964（56）6100
□松島地区清掃センター
　〒 861-6105
　上天草市松島町教良木
　236-264
　☎ 0969（57）0161
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２
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な
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相
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。
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▼
開
設
日
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月
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金
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な
ど
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午
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９
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４
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○
松
島
地
区
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場
所　

市
役
所
松
島
庁
舎
１
階

相
談
室
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開
設
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毎
月
第
２
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４
木

曜
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午
前
９
時
～
正
午

○
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戸
地
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役
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統
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談
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設
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３
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午
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９
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○
龍
ヶ
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・
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市
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所
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設
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毎
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１
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３
木
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午
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１
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～
午
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時
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０
９
６
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）
０
７
８
３

☎
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お
も
て
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旅
館
等
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利

子
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助
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▼
日
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６
月
20
日
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金
）
午
前

10
時
30
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～
午
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３
時
30
分

▼
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市
役
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大
矢
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庁
舎
書

庫
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議
室

▼
問
合
せ
先　

保
健
課
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期
高
齢

者
医
療
年
金
係　

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
７
５

□
本
渡
年
金
事
務
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に
て
年
金
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約
受
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。
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２
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。

　

な
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。

▼
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営
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築
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築
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平
成
26
年
度
に
自
動
車
税
が
加

算
さ
れ
る
自
動
車

○
ガ
ソ
リ
ン
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車　

平
成

13
年
３
月
31
日
以
前
に
新
車
新

規
登
録
さ
れ
た
自
動
車

○
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車　

平
成
15
年
３

月
31
日
以
前
に
新
車
新
規
登
録

さ
れ
た
自
動
車

□
問
合
せ
先　

県
天
草
広
域
本
部

　

税
務
課

　

☎
０
９
６
９
（
22
）
４
３
７
０

☎
総
務
課

行
政
相
談
を
実
施
し
ま
す

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
お

よ
び
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日　

６
月
５
日
（
木
）

○
松
島　

午
後
１
時
～
午
後
４

時
・
松
島
庁
舎
１
階
相
談
室

▼
開
設
日　

６
月
12
日
（
木
）

○
大
矢
野　

午
後
１
時
～
午
後
４

時
・
大
矢
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ
先　

総
務
課
総
括
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
６

☎
総
務
課

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

を
ご
存
知
で
す
か

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
こ
れ
に

☎
総
務
課

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す

　

６
月
１
日
の
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
に
合
わ
せ
、
特
設
人
権
相

談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

い
じ
め
・
体
罰
、
家
庭
内
暴
力
、

▼
募
集
人
員　

２
人
程
度

▼
報
酬
な
ど　

会
議
１
回
に
つ

き
、
報
酬
５
０
０
０
円
に
市
規

定
の
交
通
費
を
加
算
し
た
額
を

支
給
。

▼
応
募
資
格　

上
天
草
市
に
住
所

を
有
す
る
20
歳
以
上
の
人
で
、

環
境
に
つ
い
て
関
心
が
あ
り
、

平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き

る
人
。
た
だ
し
、
市
議
会
議
員

お
よ
び
国
・
地
方
公
共
団
体
の

職
員
は
除
く
。

▼
応
募
方
法　

応
募
用
紙
お
よ
び

レ
ポ
ー
ト
（
テ
ー
マ
「
上
天
草

市
の
環
境
に
関
す
る
私
の
考

え
・
意
見
」
を
８
０
０
字
以
内
）

を
直
接
大
矢
野
庁
舎
の
環
境
衛

生
課
に
持
参
す
る
か
、
郵
送
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
り
、
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
お

よ
び
レ
ポ
ー
ト
の
様
式
に
つ
い

て
は
、
環
境
衛
生
課
ま
た
は
各

窓
口
（
松
島
庁
舎
市
民
窓
口

課
、
姫
戸
・
龍
ヶ
岳
各
統
括
支

所
）
で
受
け
取
る
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
締
切　

５
月
30
日
（
金
）

午
後
５
時
ま
で

▼
選
考
方
法　

応
募
の
動
機
、
経

歴
お
よ
び
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
な

ど
に
よ
り
選
考
（
場
合
に
よ
っ

て
は
面
接
あ
り
）を
行
い
ま
す
。

な
お
、
選
考
結
果
は
、
応
募
者

に
連
絡
し
ま
す
。

▼
そ
の
他　

審
議
会
は
年
２
回
程

度
開
催
す
る
予
定
。

▼
申
込
先　

○
郵
送　

〒
８
６
９
︲
３
６
９
２

　

上
天
草
市
大
矢
野
町
上

１
５
１
４
番
地

○
Ｅ
メ
ー
ル　

kankyou@
city.

kam
iam

akusa.lg.jp

▼
問
合
せ
先
　
環
境
衛
生
課
環
境
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
４
１

ち
な
み
、
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
毎
年
６
月
１
日
を
「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ

の
日
を
中
心
に
、
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
す
る
な
ど
人
権
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
に
は
市
長
が
推
薦
し
、
法
務

大
臣
が
委
嘱
し
た
人
権
擁
護
委
員

が
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
い
つ

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

各
地
区
の
人
権
擁
護
委
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

︻
大
矢
野
町
︼

▽
山
下
勝
市
▽
塩
田
克
也
▽
愛
甲

郁
子
▽
藤
川
直
子

【
松
島
町
】

▽
瀬
川
重
子
▽
中
山
豊
茂

︻
姫
戸
町
︼

▽
竹
中
正
顯
▽
山
田
み
こ
う

︻
龍
个
岳
町
︼

▽
荒
田
由
美
▽
貞
清
直
史

（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）

▼
問
合
せ
先　

総
務
課
総
括
係　

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
６

金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
相
続
問
題
、
近

隣
問
題
、
障
が
い
者
差
別
な
ど
人

権
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
困
り
ご

と
、
心
配
ご
と
を
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
、
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
開
設
日
時　

６
月
２
日
（
月
）

10
時
～
15
時

▼
場
所　

松
島
庁
舎
２
階
小
会
議

室
▼
問
合
せ
先　

総
務
課
総
括
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
６

県
環
境
保
全
協
議
会
設
立
20

周
年
記
念
講
演
会
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す

▼
演
題　
「
こ
の
国
で
起
き
て
い

る
本
当
の
事
」
政
治
経
済
か
ら

地
球
環
境
問
題
ま
で

▼
講
師　

辛
坊
治
郎
氏

▼
開
催
日　

６
月
11
日
（
水
）
午

後
１
時
30
分
か
ら　
　

▼
場
所　

メ
ル
パ
ル
ク
熊
本
（
熊

本
市
中
央
区
）

▼
募
集
概
要

○
入
場
料　

無
料

○
申
込
定
員　

先
着
４
５
０
人

○
募
集
期
間　

５
月
19
日
ま
で

○
申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。（http://w

w
w

.
kum

am
oto-kankyo.jp/

）
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お知らせ

そ
の
他

い
つ
ま
で
も
健
康
で
、
ま
た
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
に
介

護
予
防
の
取
組
み
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
体
制
づ
く
り
と
し
て
、
地

域
の
高
齢
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
活
動
拠
点
と
な
る
介
護
予
防

拠
点
施
設
の
整
備
を
実
施
す
る
事

業
者
（
施
設
管
理
者
な
ど
）
を
募

集
し
ま
す
。

▼
整
備
す
る
地
域

○
大
矢
野
地
域　

１
カ
所
程
度

○
松
島
地
域　

１
カ
所
程
度

○
姫
戸
・
龍
ヶ
岳
地
域　

１
カ
所

程
度

▼
公
募
期
間　

５
月
15
日
（
木
）

～
６
月
30
日
（
月
）

※
事
業
実
施
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
、

詳
し
い
内
容
な
ど
に
つ
い
て
確

認
の
上
、
書
類
な
ど
の
作
成
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
そ
の
他
、
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

高
齢
者
ふ
れ
あ
い

課
管
理
係

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
０

　

ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き

ま
す
。
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

６
月
３
日
（
火
）
午
後

２
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▼
場
所　

県
庁
地
下
大
会
議
室

（
熊
本
市
中
央
区
）

▼
講
師　

モ
バ
イ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
研
究
所
代
表　

松
川
由
美
氏

▼
問
合
せ
・
申
込
先　

県
青
少
年

育
成
県
民
会
議
（
県
く
ら
し
の

安
全
推
進
課
内
）

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
９
４

　

℻
０
９
６
（
３
８
２
）
７
４
０
３

☎
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課

介
護
予
防
拠
点
整
備
事
業

者
を
募
集
し
ま
す

項
な
ど
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ

く
た
め
、
次
の
と
お
り
求
人
受
理

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご

出
席
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
日
時　

６
月
４
日
（
水
）
午
後

２
時
～
午
後
４
時

※
受
付
開
始　

午
後
１
時
30
分
～

▼
場
所　

天
草
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ
先　

天
草
公
共
職
業
安

定
所
（
学
卒
担
当
）

　

☎
０
９
６
９
（
22
）
８
６
０
９

青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

安
全
利
用
に
関
す
る
講
演
会

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

☎
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

開
設
を
希
望
す
る
事
業
者

を
公
募
し
ま
す

☎
社
会
教
育
課

「
地
域
文
化
応
援
隊
」
派

遣
事
業
を
実
施
し
ま
す

　

毎
年
、
春
先
か
ら
初
夏
に
か
け

て
、
花
壇
や
野
原
を
彩
る
け
し
の

中
に
は
、
あ
へ
ん
法
に
よ
り
、
栽

培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
「
植
え
て

は
い
け
な
い
け
し
」
が
あ
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
植
え
て
は
い
け
な
い

け
し
を
一
掃
す
る
た
め
、
除
去
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
内
で

発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
天
草
保
健

所
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
の
特

徴
○
茎
は
無
毛
に
近
く
、
す
べ
す
べ

し
て
い
る
。

○
葉
は
白
っ
ぽ
く
、
縁
の
切
れ
込

み
が
浅
い
。

○
葉
に
柄
が
無
く
、
茎
を
包
み
込

む
よ
う
に
生
え
て
い
る
。

※
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
（
ソ

ム
ニ
フ
ェ
ル
ム
種
、
セ
テ
ィ
ゲ

ル
ム
種
な
ど
）
と
植
え
て
良
い

け
し
（
ひ
な
げ
し
、
お
に
げ
し

な
ど
）
は
、
花
の
色
や
形
で
は

見
分
け
が
つ
き
に
く
い
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

県
天
草
保
健
所
衛

生
環
境
課　

　

☎
０
９
６
９
（
23
）
０
１
７
２

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
ご

案
内
）

認
な
ど
）

▼
申
請
受
付
期
間　

６
月
30
日

（
月
）
ま
で

▼
募
集
定
員　

40
世
帯

※
大
矢
野
・
松
島
・
姫
戸
・
龍
ヶ

岳
町
で
世
帯
数
な
ど
に
よ
る
均

等
配
分
を
行
い
ま
す
。
募
集
定

員
を
越
え
た
場
合
、
抽
選
と
な

り
ま
す
。

▼
募
集
要
件

○
上
天
草
市
内
に
在
住
し
て
い

る
、
一
人
暮
ら
し
以
外
の
世
帯

○
「
キ
エ
ー
ロ
」
使
用
中
の
各
調

査
に
協
力
で
き
る
世
帯

○
市
の
環
境
問
題
、
ご
み
問
題
に

強
い
関
心
の
あ
る
世
帯

▼
申
請
方
法　
「
新
型
コ
ン
ポ
ス

ト
「
キ
エ
ー
ロ
」
モ
ニ
タ
ー
申

請
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

申
請
窓
口
（
大
矢
野
庁
舎
環
境

衛
生
課
、
松
島
庁
舎
市
民
窓
口

課
、
姫
戸
・
龍
ヶ
岳
各
統
括
支

所
）ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
の
様
式
お
よ
び
募
集
要

領
に
つ
い
て
は
、
申
請
窓
口
で

受
け
取
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項

○
申
請
に
当
た
り
、
必
ず
「
新
型

コ
ン
ポ
ス
ト
「
キ
エ
ー
ロ
」
モ

ニ
タ
ー
募
集
要
領
」
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

○
申
請
受
付
期
間
終
了
後
に
、
申

請
内
容
を
審
査
の
上
、
モ
ニ

　

市
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

　

市
で
は
「
第
５
期
介
護
保
険
事

業
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
の
開
設
を
希
望
さ
れ

る
事
業
者
の
公
募
を
行
い
ま
す
。

▼
公
募
す
る
サ
ー
ビ
ス
種
別　

小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

▼
公
募
す
る
地
区

○
松
島
地
区　

１
カ
所

○
龍
ヶ
岳
地
区　

１
カ
所

▼
公
募
期
間　

５
月
15
日
（
木
）

～
６
月
30
日
（
月
）

※
応
募
、
そ
の
他
の
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ
先　

高
齢
者
ふ
れ
あ
い

課
管
理
係

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
０

　

新
規
学
卒
者
を
取
り
巻
く
状
況

は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、

特
に
天
草
地
域
に
お
い
て
は
、
地

元
で
の
就
職
を
希
望
す
る
も
、
求

人
が
少
な
い
こ
と
か
ら
地
元
以
外

に
就
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
生
徒
が

多
数
存
在
し
て
い
ま
す
。
つ
き
ま

し
て
は
、
よ
り
多
く
の
生
徒
が
地

元
天
草
へ
就
職
で
き
る
よ
う
、
来

春
の
新
卒
者
の
採
用
に
つ
い
て
ご

検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、

６
月
20
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
新

規
高
卒
求
人
の
受
理
を
開
始
し
ま

す
の
で
、
新
規
学
卒
者
対
象
求
人

の
申
込
み
に
当
た
っ
て
の
留
意
事

　

県
文
化
企
画
課
で
は
、
地
域
づ

く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
事
業
の
一

環
と
し
て
、
地
域
か
ら
の
要
請
を

受
け
、
芸
術
文
化
団
体
ま
た
は
芸

術
家
を
地
域
に
派
遣
し
、
地
域
住

民
と
一
緒
に
文
化
活
動
を
行
い
、

地
域
活
性
化
を
支
援
し
ま
す
。

▼
派
遣
先　

地
域
団
体
３
団
体
程

度
（
実
行
委
員
会
、
青
年
団
、

商
工
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
地
域

文
化
団
体
、祭
り
保
存
会
な
ど
）

▼
派
遣
者
・
派
遣
団
体　

音
楽
、

演
劇
、
伝
統
芸
能
な
ど
の
各
分

野
の
文
化
団
体
や
芸
術
家

▼
実
施
方
法　

○
申
込　

派
遣
を
希
望
す
る
地
域

団
体
は
、
市
社
会
教
育
課
へ
申

込
書
を
提
出

○
申
込
期
間　

随
時

○
派
遣
団
体　

希
望
に
合
う
文
化

団
体
や
芸
術
家
を
県
か
ら
派
遣

○
経
費
負
担　

派
遣
に
要
す
る
謝

金
・
旅
費
は
県
が
負
担

※
会
場
使
用
料
や
現
地
で
の
経
費

は
、
派
遣
依
頼
先
が
負
担

▼
問
合
せ
先　

社
会
教
育
課
生
涯

学
習
係

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
１

「
植
え
て
は
い
け
な
い
け

し
」
の
撲
滅
に
つ
い
て

　

県
内
で
４
月
13
日
に
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
ま
し
た
が
、

国
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感

染
し
た
鶏
肉
や
鶏
卵
を
食
べ
る
こ

と
に
よ
っ
て
人
に
感
染
す
る
こ
と

は
な
い
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
安
心
し
て
お
召
し

上
が
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

発
生
し
た
農
場
は
、
感
染
が
疑
わ

れ
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
時
点
か

ら
既
に
鶏
な
ど
の
移
動
を
制
限
し

て
お
り
、
ま
た
、
発
生
し
た
場
所

か
ら
半
径
３
キ
ロ
以
内
の
区
域
で

は
出
荷
制
限
が
か
け
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
感
染
し
た
鶏
肉
や
鶏
卵

　

４
月
13
日
、
球
磨
郡
多
良
木
町

に
お
い
て
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
発
生
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
死
亡
し
た
野
鳥
を
発
見
さ
れ

た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

県
で
は
、
死
亡
し
た
り
弱
っ
た

り
し
た
野
鳥
が
発
見
さ
れ
た
場

合
、
必
要
に
応
じ
て
、
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
感
染
の
有
無
に
つ
い
て

の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
野
鳥
が
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
こ

と
を
早
期
に
発
見
し
、
野
鳥
で
の

感
染
拡
大
や
ニ
ワ
ト
リ
な
ど
の
家

き
ん
へ
の
感
染
を
予
防
す
る
た
め

に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ま
が
死
亡
し
た
野
鳥
を
見

つ
け
ら
れ
た
際
は
、
県
自
然
保
護

課
ま
た
は
お
近
く
の
地
域
振
興
局

ま
で
、
情
報
の
ご
提
供
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
野
鳥
は
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
で
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
死
亡
し
た
野
鳥
に
は
素
手
で

触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

県
自
然
保
護
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
７
５

☎
環
境
衛
生
課

新
型
コ
ン
ポ
ス
ト「
キ
エ
ー
ロ
」

の
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
生
ご
み
の
減
量
化
お
よ
び
堆
肥

化
を
目
的
に
、
新
型
コ
ン
ポ
ス
ト

「
キ
エ
ー
ロ
」
の
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ン
ポ
ス
ト「
キ
エ
ー
ロ
」

と
は
従
来
の
コ
ン
ポ
ス
ト
で
は
、

扱
い
づ
ら
さ
、虫
や
悪
臭
の
発
生
、

う
ま
く
分
解
さ
れ
な
い
な
ど
の
問

題
が
あ
り
継
続
的
な
利
用
が
難
し

い
も
の
で
し
た
が
、「
キ
エ
ー
ロ
」

は
、そ
れ
ら
の
問
題
が
解
決
さ
れ
、

誰
で
も
簡
単
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

□
モ
ニ
タ
ー
活
動
の
概
要

▼
活
動
期
間　

設
置
日
～
平
成
27

年
３
月
31
日
（
火
）

▼
活
動
内
容　

活
動
期
間
中
、
各

家
庭
よ
り
排
出
さ
れ
た
生
ご
み

の
処
理
に
つ
い
て
、
で
き
る
限

り
「
キ
エ
ー
ロ
」
を
使
用
し
、

以
下
の
調
査
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

○
「
キ
エ
ー
ロ
」
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
答

○
「
キ
エ
ー
ロ
」
の
使
用
経
過
報

告（
期
間
中
に
２
～
３
回
程
度
）

○
そ
の
他
（
使
用
状
況
の
現
場
確

タ
ー
決
定
に
つ
い
て
環
境
衛
生

課
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

環
境
衛
生
課
衛
生

係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
４

鶏
肉
や
鶏
卵
の
安
全
性
に

つ
い
て

死
亡
野
鳥
を
発
見
し
た
際

の
対
応
に
つ
い
て

▼
問
合
せ
先　

県
環
境
保
全
協
議

会
事
務
局

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
７
７
７

は
市
場
に
流
通
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
通
常
、
鶏
肉
、
鶏
卵
は
、

流
通
前
に
洗
浄
、
消
毒
な
ど
が
行

わ
れ
て
お
り
、
国
内
で
流
通
し
て

い
る
鶏
肉
や
鶏
卵
は
安
全
で
す
。

▼
お
問
合
せ
先　

県
健
康
危
機
管

理
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
４
８

□
入
札
日
▼
工
事
（
委
託
）
名
①

工
事
（
委
託
）
場
所
②
契
約
者
③

契
約
金
額
④
工
事
（
委
託
）
期
間

□
３
月
14
日
入
札
分

▼
市
道
縫
通
諏
訪
線
舗
装
工
事

（
そ
の
２
）

①
姫
戸
町
二
間
戸
地
区
内

②
（
有
）
堂
下
工
務
店
（
姫
戸
町
）

③
４
８
０
万
９
０
０
０
円

④
３
月
～
６
月

▼
教
良
木
ダ
ム
遊
歩
道
転
落
防
護

柵
設
置
工
事

①
松
島
町
教
良
木
地
区
内

②（
株
）ク
リ
ー
ン
開
発（
松
島
町
）

③
２
７
９
万
３
０
０
０
円

④
３
月
～
５
月

▼
湊
大
橋
補
修
補
強
調
査
実
施
設

計
委
託

①
松
島
町
合
津
地
区
内

②
（
株
）
東
光
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

　

熊
本
営
業
所
（
熊
本
市
）

③
９
３
２
万
４
０
０
０
円

④
３
月
～
７
月

☎
監
理
課

工
事
等
入
札
結
果
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お知らせ

　個人保証なしで金融機関から融資を受けたり、事業が破綻しても一定の生

活費などを残すことができるルールを定める「経営者保証に関するガイドラ

イン」が、中小企業庁・金融庁主導のもと、策定されました。

  

未支給年金および遺族基礎年金
の請求範囲が拡大されました 

□未支給年金
年金受給者が亡くなった場合、亡

くなった月分の年金については、受

け取る人がいないことになり、未支

給年金が発生します。

 これまでは、未支給年金は、亡く

なった人と生計を同じくする一定範

囲の親族（配偶者、子、父母、孫、

祖父母、兄弟姉妹）に限り、請求し

受け取ることができました。

平成 26 年４月１日以降に年金受給

者が亡くなられた場合、未支給年金

を請求できる範囲が拡大され、亡く

なった人と生計を同じくするその他

の３親等以内の親族（甥、姪、子の

配偶者等）まで請求することができ

るようになりました。

□遺族基礎年金
遺族基礎年金は、これまで、亡く

なった人によって生計を維持されて

いた「18 歳までの子がいる妻」また

は「18 歳までの子」（子が障害基礎

年金１級・２級の障害にあるときは、

20 歳到達まで）が請求できることに

なっており、妻が仕事をして主夫で

ある夫と子の生計を維持していた場

合に、その妻が亡くなって父子家庭

になった夫は、遺族基礎年金を請求

することができませんでした。

こうした男女差を解消するために、

平成 26 年４月１日以降に亡くなら

れた場合、「18 歳までの子がいる夫」

も請求することができるようになり

ました。

□相談・問合せ先
○本渡年金事務所

　☎ 0969（24）2154

○市保健課後期高齢者医療年金係

　☎ 0969（28）3375

ねんきんで笑顔

市のデータ

善
意
に
感
謝
（
敬
称
略
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

市
内
の
福
祉
施
設
（
南
風
苑
・

松
朗
園
・
き
ら
ら
の
里
・
翔
洋
苑
・

相
生
荘
）
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ビ
ス
を
し
た
人
を
紹
介
し
ま
す
。

○
中
田
理
髪
店
、
ノ
ウ
ブ
ル
、
タ

カ
シ
ス
タ
ジ
オ
、
芳
扇
会
、
満

行
寺
仏
教
婦
人
部
、
創
作
菓
子

工
房
ア
ロ
ー
ム
、
本
郷
絵
手
紙

も
み
じ
会
、
天
理
教
大
矢
野
支

部
、
吉
川
キ
ヨ
カ
、
圓
尾
玲
子
、

山
下
エ
ツ
子
、
西
山
カ
ラ
オ
ケ

教
室
、
濱
口
民
謡
教
室
、
水
野

紙
細
工
教
室
、
須
本
忍
、
大
矢

野
ひ
ょ
っ
と
こ
愛
笑
会
、
木
下

と
も
子
、
坂
元
裕
生
、
政
洲
会
、

龍
ヶ
岳
町
老
人
ク
ラ
ブ
・
洗
濯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▼
ふ
る
さ
と
納
税

▽
教
育
水
準
の
向
上
事
業
、安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
、
ふ

る
さ
と
環
境
保
全
事
業
、
そ
の

他
市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る

事
業

○
千
原　

日
（
大
阪
府
堺
市
）

人 　 口　29,988人（-  　9）
男 　 性　 14,100人（-    13）
女 　 性　15,888人（        4）
世 帯 数　 12,185戸（     31）
市の面積      126.15㎢

平成26年４月30日現在（　）は前月比

「上天草市ふるさと観光大使」を募集します
　市の自然、歴史、文化、行事、特産品、観光地、観光資源などを広く宣伝

し、市の知名度を高めることにより、イメージアップと観光振興を図る「上

天草市ふるさと観光大使」を次のとおり募集します。

●主な活動
・五橋祭や天草パールラインマラソンなどの市内イベントでの司会進行や　

おもてなし。

・テレビ、ラジオなどに出演し上天草市の PR 活動。

・SNS を活用した市内イベント紹介やプロモーション。

●募集人数　２人

●任期　任命を受けた日から２年間

●待遇
・上天草市の特別職の非常勤職員となります。

・ユニフォームを無料貸与します。

・報酬（日額 5000 円）と旅費などは市の規定により支給します。

●応募資格
・市内に在住もしくは、市内に勤務または通学する 18 歳以上 ( 平成 26 年　

４月１日現在 ) の人。ただし、高校生を除きます。

・大使の職務を支障なく遂行できる人。

※基本的に土、日、祝日の活動が可能な人。また、宿泊を伴う出張が可能　

で年間 20 回程度の活動に参加できる人。

・市議会の議員でない人。

●募集期間　６月 16 日 ( 月 ) 午後５時まで

●第１次選考会　選考方法は書類審査。

●最終選考会　第１次選考会合格者の希望日時を優先して決めます。

※場所は、市役所大矢野庁舎とし、選考方法は面接によります。また、選　

考会において、パフォーマンスなどを行うことも可能です。

●応募方法
・提出物　上天草市ふるさと観光大使応募用紙

※応募用紙は、観光おもてなし課にて配布するほか、市ホームページから　

もダウンロードできます。

・提出方法　郵送または持参

・提出先　〒 869-3692　上天草市大矢野町上 1514 番地

　上天草市役所経済振興部観光おもてなし課観光振興係

●問合せ先　観光おもてなし課観光振興係　☎ 0964(26)5512

中小企業・小規模事業の経営者の皆さまへ

■申込み資格　次のすべてを満たす人

①住宅に困窮している

②世帯所得が基準の範囲内

③本人および同居し、または同居しようとする親族が

「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」

（平成３年法律第 77 号）に規定する暴力団員でな

い

④市税および水道使用料などの滞納が無い

⑤十分な保証能力がある市内在住の人を連帯保証人にできる

⑥家賃を毎月確実に口座振替で納付できる

⑦入居決定後、速やかに当該地へ住所を移せる

■申込みに必要なもの　①申込用紙　

②水道使用料収納証明書　③入・同居者全員の住民票

④入・同居者全員の所得証明書　

⑤入・同居者全員の納税証明書または非課税証明書

※入・同居者が障がい者の場合、証明書（手帳など）の写し

■募集期間　５月 20 日（火）～ 26 日（月）

　午前８時 30 分～午後５時

■申込用紙配布・受付場所　都市整備課（松島庁舎）、大

矢野窓口センター、姫戸・龍ヶ岳統括支所の各窓口

■抽選会（申込み多数の場合）
　□日時　６月５日（木）午前 10 時

　□場所　市役所松島庁舎２階小会議室１

■随時募集住戸　応募の無かった住宅については、随時相

談に応じます。

■ 問 合 せ 先　都市整備課都市計画・住宅係　☎ 0969（28）

3366 ■入居募集市営住宅一覧
住宅団地名

（建設年度）
所在地

（住戸番号）
構　造

（階・間取り・トイレ）

牟田団地
（平成４年）

姫戸町姫浦 4749-23
（3 号棟 101 号）

中層耐火３階建
（１Ｆ・３ＤＫ・水洗）

樋島団地
（昭和 49 年）

龍ヶ岳町樋島 593-17
（４号棟 103 号）

簡易耐火２階建
（１Ｆ・３Ｋ・水洗）

市営住宅の入居者募集

　

上
天
草
市
と
八
代
市
で
は
、
両

市
を
結
ぶ
一
般
旅
客
船
定
期
航
路

の
運
航
休
止
を
受
け
、
平
成
25
年

３
月
に
「
松
島
・
八
代
航
路
あ
り

方
検
討
会
」
を
立
ち
上
げ
、
約
１

年
間
に
わ
た
り
、
運
航
再
開
の
可

否
や
収
支
の
観
点
か
ら
の
将
来
像

モ
デ
ル
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
検
討
結
果
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
概

要
版
を
市
役
所
の
各
庁
舎
お
よ
び

統
括
支
所
な
ど
の
窓
口
に
設
置
し

☎
企
画
政
策
課

「
松
島
・
八
代
航
路
あ
り

方
検
討
会
」
の
検
討
結
果

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た

□
３
月
20
日
入
札
分

▼
市
道
池
ノ
浦
西
浦
線
舗
装
工
事

（
そ
の
１
）

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内

②（
有
）光
永
工
業
所（
龍
ヶ
岳
町
）

③
１
０
７
１
万
円

④
３
月
～
６
月

▼
市
道
池
ノ
浦
西
浦
線
舗
装
工
事

（
そ
の
２
）

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内

②
（
有
）
竜
王
建
設
（
龍
ヶ
岳
町
）

③
１
２
０
７
万
５
０
０
０
円

④
３
月
～
６
月

▼
市
道
縫
通
諏
訪
線
舗
装
工
事

（
そ
の
１
）

①
姫
戸
町
二
間
戸
地
区
内

②
（
株
）
𠮷
田
組　

上
天
草
支
店

（
姫
戸
町
）

③
７
２
０
万
３
０
０
０
円

④
３
月
～
６
月

▼
市
道
米
山
星
平
１
号
線
舗
装
工

事
（
そ
の
１
）

①
松
島
町
今
泉
地
区
内

②
南
邦
建
設
（
株
）
上
天
草
支
店

（
松
島
町
）

③
５
４
０
万
７
５
０
０
円

④
３
月
～
６
月

▼
市
道
米
山
星
平
１
号
線
舗
装
工

事
（
そ
の
２
）

①
松
島
町
今
泉
地
区
内

②
（
資
）
福
冨
組
（
松
島
町
）

③
９
７
０
万
２
０
０
０
円

④
３
月
～
６
月

▼
上
天
草
港
（
江
樋
戸
港
区
）
改

修
Ａ
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②
（
株
）
千
原
建
設
（
大
矢
野
町
）

③
３
２
５
５
万
円

④
３
月
～
10
月

▼
上
天
草
港
（
江
樋
戸
港
区
）
改

修
Ｂ
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②（
株
）サ
ン
キ
ョ
ウ（
大
矢
野
町
）

③
１
４
４
７
万
９
５
０
０
円

④
３
月
～
10
月

▼
新
田
３
号
橋
補
修
工
事

①
姫
戸
町
二
間
戸
地
区
内

②（
株
）礎　

上
天
草
営
業
所（
松

島
町
）

③
１
８
８
８
万
９
５
０
０
円

④
３
月
～
９
月

▼
問
合
せ
先　

監
理
課
契
約
検
査
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
３
３

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

企
画
政
策
課
企
画

係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
１

【主な内容】

①法人と個人の資産・経理が明確に分離されている場合などにおいて個人保

証が不要となること。

②多額の個人保証を行っていても、経営が行き詰まる前に、早めに事業再生

や廃業を決断した際に一定の生活費などが残ること。　

□問合せ先　中小企業基盤整備機構九州本部　☎ 092-263-0300 
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お知らせ

　

こんにちは、

地域包括支援センターです

一人で抱え込んでいませんか？
こんなときお役にたちます！
　高齢になると心身に不具合も出て

きますが、いつまでも元気に楽しく

住み慣れた地域で暮らしていけるた

めに、次のようなことに思い当たっ

たら地域包括支援センターにご相談

ください。

平成２６年３月２日執行

□今は元気で暮らしている

が、今後のことを考える

と少し不安

□今の健康を維持したい

□外出が面倒になってきた

□近所づきあいが減ってき

た

□近所の一人暮らしの高齢

者が心配

□お茶や汁物などむせるこ

とが多い

□体重が減少してきた

□介護予防ケアプランを立

てたい

□財産管理に自信がなくな

った

□成年後見制度について知

りたい

　市地域包括支援センターでは、主

任ケアマネジャー、社会福祉士、保

健師などが中心となって、地域の高

齢者のさまざまな相談に対応します。

お気軽にお尋ねください。

【問合せ先】
市地域包括支援センター（松島庁舎）

☎ 0969（28）3378

平成 26年度就業支援講習会のお知らせ
　熊本県母子家庭等就業・自立支援センターでは、母子家庭の母親、寡婦の人、父子家庭の父親を対象に、就業

のために必要な資格取得を目指す講習会を無料で実施しています。

　平成 26 年度は次の日程で開催します。

講習名 日程 申込締切
講習日

数
場所

Ｗｏｒｄ 3 級検定対策講習

（ＣＳワープロ技士）（定員 25 人）

６/16（月）～７/30（水）

（毎週月・水曜日）※７/21 は休み　　

５月 26 日

（月）
13 日間

阿蘇市農村環境

改善センター

介護職員

初任者研修（定員 25 人）

７/ ５（土）～ 12/ ６（土）

（毎週土曜日）

６月 13 日

（金）
23 日間 しらゆり会館

介護支援専門員

受験準備講習（定員 25 人）

①７月 24 日（木）

②９月 11 日（木）

７月３日

（木）
２日間 しらゆり会館

福祉住環境コーディネーター

2 級講習（定員 25 人）

９/24（水）～ 10/29（水）

（毎週水曜日）

９月３日

（水）
６日間 しらゆり会館

Ｅｘｃｅｌ 3 級検定対策講習

（ＣＳ表計算技士 )（定員 25 人）

11/18（火）～１/23（金）

（毎週火・金曜日）

※ 12/23( 火 )、12/26（金）12/30（火）、

１/ ２（金）、１/ ６（火）は休み

10 月 28 日

（火）
15 日間

マリオネット

大津校

調剤薬局事務講習（定員 25 人）
１/10（土）～２/ ７（土）

（毎週土曜日）

12 月 15 日

（月）
５日間

宇城市働く女性

の家

□募集対象者　次のいずれも満たす人となります。

 ・熊本市在住を除く県内の母子家庭の母親、寡婦の人、父子家庭の父親。

 ・希望する講習会の全日程に出席可能で、技能・資格取得に意欲のある人。

 ・介護支援専門員受験準備講習は、一定の介護経験があり、平成 26 年度本試験の受験を予定している人。

□受講費用　受講料は無料です。ただし、テキスト代や検定料は自己負担となります。

□受講者の決定　受講決定は社会福祉法人熊本県母子寡婦福祉連合会、熊本県母子家庭等就業・自立支援センター

からお知らせします。申込多数の場合は抽選となり、受講決定者のみお知らせします。

□申込・問合せ先　福祉課子育て支援係　☎ 0969(28)3351

　現在、休日や夜間に救急医療への受診が増え、緊急性の高い重症の患者さんの治療に支障をきたしています。

必要な人が安心して医療が受けられるように、医療機関の受診や薬局での薬の調剤の際には、次のことに留意し

ましょう。

●体調がすぐれない場合は、軽い症状でも昼間の診療時間内に受診しておきましょう。休日や夜間に救急外来を

受診することは、重症の患者さんへの対応が遅れてしまう心配があるだけではなく、医師の負担が増え、医療

費も割増料金で高くなります。

●かかりつけの医師を持ち、気になることがあったら、早めに相談しましょう。

●同じ病気で複数の医療機関を受診することは、医療費を増やすだけでなく、重複する検査や投薬により、かえ

って体に悪影響をあたえてしまう心配もあります。今受けている治療に不安などがあるときには、そのことを

医師に伝えて相談してみましょう。

●後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品と同等の効能・効果を持ち、費用も安くすみます。ジェネ

リック医薬品を希望する場合は「ジェネリック医薬品希望カード」を医療機関や薬局に提示し、利用について

相談しましょう。

●薬には副作用があります。複数の薬を使用する場合は、飲み合わせによって副作用が強くでることもあります。

お薬手帳の活用などにより、既に処方されている薬を医師や薬剤師に伝え、飲み合わせには注意しましょう。

また、薬が余っている場合は、医師や薬剤師に相談しましょう。

□問合せ先　保健課後期高齢者医療年金係　☎ 0969（28）3375

医療機関の適正受診についてのお願い

　県博物館ネットワーク事業の一環として「熊本を知る講座『古文書入門講

座』」を開催いたします。特に初心者の人のご参加をお待ちしています。 

●主催　県松橋収蔵庫・市教育委員会

●日程　全 10 回の講座

　（６月～平成 27 年３月の毎月第２土曜午前 10 時 30 分～正午）

●場所　松島総合センター「アロマ」研修室

●定員　20 人程度（先着順）

●受講料　無料（ただし、古文書辞典の準備が必要。）

●申込方法　往復はがきに「古文書入門講座申込」および「氏名・郵便番号・

住所・電話番号」を記入の上、松橋収蔵庫に郵送

●申込締切日　６月７日（土）

●申込先　〒 869-0524 宇城市松橋町豊福 1695　熊本県松橋収蔵庫

●問合せ先　市社会教育課生涯学習係　☎ 0969（28）3361

古文書入門講座を開催します

温泉ソムリエ認定セミナーを開催します

　市では、上天草温泉郷の認知度とおもてな
しの向上を目的として、次のとおり「温泉ソ

ムリエ」認定セミナーを開催します。

　セミナーでは、温泉の泉質や入浴方法など

の正しい知識を学ぶことができます。

　また、今回は特別に市の魅力に触れること

ができる体験付きです。皆さま、「上天草温

泉郷」で温泉について楽しく学んでみません

か。

●日時　６月７日（土）午前 10 時～午後７時（受付：９時 30 分～）

●講師　温泉ソムリエ・家元　遠間和広さん

●場所　上天草温泉郷（上天草市）

●参加費　25560 円（受講料、テキスト料、昼食、体験、入浴、認定料込み）

●定員　50 人

●申込締切日　５月 20 日（火）※定員になり次第締め切ります。

●申込先　天草四郎観光協会　☎ 0964（56）5602

●問合せ先　市観光おもてなし課観光振興係　☎ 0964（26）5512

～天草の幸ランチ特典～～海から魅力を知る「五橋クルーズ」特典～
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上天草市に在住している1～３歳のお子
さんで①住所②子どもの氏名③ふりが
な④生年月日⑤保護者の氏名⑥子ども
に対するコメント（30字以内・どなたか
らでも結構です）⑦連絡先を添えて上天
草市市長公室広報係（〒869ー3692上
天草市大矢野町上1514）まで送ってく
ださい。なお、写真の裏面には、お子さん
のお名前を記入してください。応募多数
の場合は、先着順に掲載となりますので
ご了承ください。
※原則お写真の返却は致しませんのでご了承下
　さい

かわいい子どもの写真を
募集しています！
かわいい子どもの写真を
募集しています！

  ４月上旬、大矢野町の海岸で「ヒョウモンダコ」

が発見されました。「ヒョウモンダコ」は、その唾

液に強力な神経毒であるテトロドトキシンを含んで

おり、人間が噛まれると、呼吸困難や麻痺を起こ

す危険な生物です。体長は10ｃｍほどの小型のタ

コで、刺激を受けると青い輪や線の模様のある明

るい黄色 (ヒョウ柄 )に変化します。これから海水

浴シーズンを迎えますが、海岸などで「ヒョウモン

ダコ」を発見しても、決して接触や採取などしない

ようご注意ください。

  なお、発見した場合は、農林水産課までご連絡

ください。

【問合せ先】農林水産課水産漁港係
　　　　　 ☎ 0964（26）5540

再生紙を
使用しています

「ヒョウモンダコ」にご注意ください！！

●誕生日　平成 22年２月 21日
●パパ　田中　万里さん
●ママ　　　　順子さん
●両親からひとこと
　お姉ちゃんたちと仲良く、元気に大きく
なってね♡

田中陽太郎くん

大矢野町

編

集

後

記

▽
最
近
で
は
、
す
っ
か
り
暖
か
く
な
り
、

昼
寝
が
気
持
ち
良
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
先
日
、動
物
園
に
出
か
け
た
と
こ
ろ
、

動
物
た
ち
は
す
や
す
や
お
昼
寝
を
し
て
い

ま
し
た
。
▽
少
し
う
ら
や
ま
し
く
思
い
な

が
ら
、
私
は
今
、
広
報
の
編
集
に
励
ん
で

い
ま
す
。
よ
し
、頑
張
る
ぞ
。　
　
　
（
Ｉ
）

▽
若
葉
の
緑
濃
く
な
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
陽
気
に
誘
わ
れ
て
外
に
出
る
の
が
楽

し
く
な
り
ま
す
ね
。
▽
ま
た
反
対
に
、
４

月
か
ら
の
新
し
い
環
境
に
な
じ
め
ず
、
五

月
病
（
ご
が
つ
び
ょ
う
）
と
も
言
わ
れ
る

心
の
病
気
に
か
か
る
人
が
増
え
て
く
る
の

も
こ
の
時
期
と
の
こ
と
。
新
社
会
人
、
新

入
生
の
皆
さ
ま
に
は
温
か
い
サ
ポ
ー
ト
を

お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
）
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